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埼経協ニュース403号

平
成
三
十
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一

月
十
一
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七

時
ま
で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催

さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な

ら
び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
四
〇
名
で

あ
っ
た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁

に
掲
載
）

特
別
講
演
は
前
読
売
巨
人
軍
コ
ー
チ

後
藤
孝
志
氏
が
「
一
流
と
超
一
流
の
違

い
」
と
題
し
て
講
演
。
巨
人
軍
入
団
当

時
か
ら
現
在
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

自
ら
の
目
指
す
指
導
者
像
や
人
材
育
成

に
お
け
る
気
付
き
等
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
、
経
営
に
も
相
通
じ
る
示
唆

に
富
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り

【
第
一
部
挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

上
條
正
仁
会
長

（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

上
條
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
、
平
成
三
十
年
の
経
済
見
通
し
等

に
触
れ
ら
れ
た
後
に
、
今
後
の
企
業
経

営
を
考
え
る
上
で
以
下
の
二
点
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。

⑴
米
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が
実
施
し
た
従
業
員

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
仕
事
へ
の
熱

意
度
調
査
）
に
お
い
て
、
日
本
は
「
熱

意
溢
れ
る
社
員
」
の
割
合
が
6
％
し
か

お
ら
ず
、
米
国
と
比
べ
て
大
幅
に
低
く
、

調
査
国
中
最
下
位
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
変
革
に
必
要
な
対
応

方
法
が
い
ま
経
営
学
で
注
目
さ
れ
て
い

る
「
セ
ン
ス
メ
イ
キ
ン
グ
」
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
変
化
が
激
し
く
不
確
実

性
の
高
い
、
現
代
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
特
に
重
要
な
考
え
方
で
あ
る
。
経
営

者
の
重
要
な
役
割
と
し
て
、
組
織
の
全

員
が
目
標
を
共
有
し
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
行
動
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
際
に
共
有
す
べ
き
目
標

は
、「
自
分
た
ち
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
？
」、「
自
分
た

ち
の
大
切
な
時
間
を
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
費
や
し
て
い
る
の
か
？
」
と
い

う
問
い
に
答
え
ら
れ
る
『
意
味
の
あ
る

目
標
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
『
意
味
の
あ
る
目
標
』
を
し
っ
か

り
と
語
り
、
理
解
・
認
識
さ
せ
、
そ
し

て
行
動
に
巻
き
込
ん
で
い
く
の
が
「
セ

ン
ス
メ
イ
キ
ン
グ
」
で
あ
る
。
経
営
者

の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

「
こ
の
仕
事
は
こ
う
い
う
も
の
だ
」
と

魅
力
的
で
納
得
性
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
語
り
、
周
囲
を
行
動
に
巻
き
込
ん
で

い
く
と
い
う
�
セ
ン
ス
メ
イ
キ
ン
グ
�

を
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
き
っ
と
、

「
熱
意
溢
れ
る
社
員
」
の
割
合
が
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
く
と
思
う
。

⑵
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
企
業
を

成
長
に
導
く
た
め
の
極
め
て
重
要
な
要

素
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
と
て
も
弱
く
、

ほ
ん
の
少
し
の
こ
と
で
折
れ
て
し
ま
う

も
の
で
あ
る
。
多
く
の
経
営
者
は
、
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
上
げ
る

か
に
苦
心
し
て
い
る
が
、実
際
は
組
織
・

社
員
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
は
、

「
ど
う
上
げ
る
よ
り
も
ど
う
下
げ
さ
せ

な
い
か
」
の
方
が
重
要
と
な
る
場
合
が

あ
る
。
例
え
ば
、
努
力
し
た
自
分
が
評

価
さ
れ
な
い
こ
と
以
上
に
、
努
力
し
て

い
な
い
同
僚
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
挫
け
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
現
実
に
は
起
き
て
い
る
。

や
る
気
の
あ
る
人
か
ら
、
や
る
気
を
奪

う
こ
と
ほ
ど
の
大
罪
は
な
い
。
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
奪
っ
て
い
る
要
素
を
徹
底

的
に
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
丁
寧
に
取
り

除
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
社
員
が
抱
え
て
い
る
弱

さ
、
悩
み
、
疲
れ
な
ど
を
感
じ
る
ア
ン

テ
ナ
を
、�
ぴ
ん
�
と
立
て
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
私
の
好
き
な
言
葉
に
『
強

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報
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平平
成成
三三
十十
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会

三三
四四
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「「「「「「「「「「「「「「
一一一一一一一一一一一一一一
流流流流流流流流流流流流流流
とととととととととととととと
超超超超超超超超超超超超超超
一一一一一一一一一一一一一一
流流流流流流流流流流流流流流
のののののののののののののの
違違違違違違違違違違違違違違
いいいいいいいいいいいいいい
」」」」」」」」」」」」」」
とととととととととととととと
題題題題題題題題題題題題題題
しししししししししししししし
てててててててててててててて

前前前前前前前前前前前前前前
読読読読読読読読読読読読読読
売売売売売売売売売売売売売売
巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨
人人人人人人人人人人人人人人
軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍
ココココココココココココココ
ーーーーーーーーーーーーーー
チチチチチチチチチチチチチチ

後後後後後後後後後後後後後後
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝
志志志志志志志志志志志志志志
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
がががががががががががががが
講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演

開会挨拶をする
上條正仁会長

新年会員懇談会

2・3
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さ
と
は
、
他
人
を
優
先
す
る
こ
と
。
弱

さ
と
は
、
自
分
を
優
先
す
る
こ
と
』
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
他
人

を
優
先
す
る
�
強
さ
�
で
社
員
に
接
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
社
員
を
�
や
る
気

に
さ
せ
る
�
で
は
な
く
、
さ
ら
に
主
体

的
な
�
そ
の
気
に
さ
せ
る
�
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

財
務
省
関
東
財
務
局
長

浅
野

僚
也
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

荒
木

祥
一
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

小
松

弥
生
氏

連
合
埼
玉
会
長

近
藤

嘉
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
「
一
流
と
超
一
流
の
違
い
」

講
師

前
読
売
巨
人
軍
コ
ー
チ

後
藤

孝
志
氏

【
第
二
部
懇
親
パ
ー
テ
イ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

藤
池

誠
治
副
会
長

（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
会
長
）

来
賓
祝
辞

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

山
口

宏
樹
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

吉
野

寛
治
副
会
長

（
吉
野
電
化
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）

会会場場ススナナッッププ

340名の参加者を得て盛大に
開催された新年会員懇談会

来
賓
挨
拶

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

来
賓
挨
拶

浅
野
僚
也
関
東
財
務
局
長

来
賓
挨
拶

荒
木
祥
一
埼
玉
労
働
局
長

来
賓
挨
拶

小
松
弥
生
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

来
賓
挨
拶

近
藤
嘉
連
合
埼
玉
会
長

来賓の方々
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目

次

頁

�
平
成
三
十
年
新
年
会
員
懇
談
会

一

�
男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

五

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー

ド
二
〇
一
八
表
彰
式

六

�
第
十
六
回
渋
沢
栄
一
賞
、
第
七
回
渋

沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
表
彰
式

八

�
秋
季
地
区
協
議
会
（
南
部
・
中
部
）九

�
春
季
地
区
協
議
会
（
中
部
・
南
部
・

西
部
・
北
部
）

十

�
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
二

�
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
三

�
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
三

�
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
四

�
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
五

�
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

十
五

�
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

十
六

�
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
六

�
決
算
書
の
読
み
方
セ
ミ
ナ
ー

十
七

�
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

十
七

�
人
事
担
当
者
の
た
め
の
税
務
セ
ミ
ナ

ー

十
八

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

二
十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
一

�
四
半
期
企
業
経
営
動
向
調
査

二
二

�
特
別
調
査

二
五

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
七

�
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・
教

員
に
よ
る
四
者
面
談
会

二
八

�
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

二
八

�
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

二
九

�
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
十
八
〜
第

二
一
講
）

二
九

�
青
年
経
営
者
部
会
一
二
月
例
会

三
十

�
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

三
一

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

三
一

�
事
業
だ
よ
り

三
二

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

三
二

講演する後藤孝志氏講演風景

開宴挨拶
藤池誠治副会長

乾杯挨拶
山口宏樹埼玉大学学長

来賓祝辞
清水勇人さいたま市長

閉会挨拶
吉野寛治副会長

懇談風景

講演終了後、3名の方から質問が出された

特 別 講 演

懇親パーティーの部
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
前
読
売
巨
人
軍
コ
ー
チ

後
藤
孝
志

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

浅
野
僚
也

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
総
務
部
財
務

広
報
相
談
室
長

齋
藤
和
幸

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

青
木

宏

▽
独
立
行
政
法
人
造
幣
局

さ
い
た
ま
支
局
長

郷

佳
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

荒
木
祥
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
部
長

菅
原
篤
史

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
長

加
藤
孝
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

神
戸

崇

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

大
塚
陽
太
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
調
整
官

新
井
孝
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
課
長

小
久
保
勉

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

中
島
俊
広

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局監

督
課
長

高
橋

仁

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局賃

金
室
長

大
鷲

亨

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
災
補
償
課
長

奥
山
浩
行

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

森
田
哲
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
対
策
課
長

小
暮
俊
明

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

倉
林
正
彰

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局訓

練
室
長

新
田
純
康

▽
日
本
銀
行
調
査
統
計
局

調
査
主
幹
・
埼
玉
県
経
済
総
括

清
水
雅
之

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

田
村
慎
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

下
村
孝
史

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

主
任
調
査
員

利
根
川
太
郎

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部
部
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部
副
部
長

石
川
英
寛

▽
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長

江
森
光
芳

▽
産
業
労
働
部
産
業
支
援
課
副
課
長

飯
塚
清
隆

▽
産
業
労
働
部
勤
労
者
福
祉
課
長

山
野
隆
子

▽
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
長

佐
藤
卓
史

▽
産
業
労
働
部
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

犬
飼
典
久

▽
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
長

吉
田
雄
一

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

正
能
修
一

▽
埼
玉
県
議
会
事
務
局
副
事
務
局
長

下
田
正
幸

▽
福
祉
部
少
子
化
対
策
局
長

小
池
要
子

▽
県
民
生
活
部
国
際
課
長

島
田
邦
弘

▽
県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
長

影
沢
政
司

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

小
松
弥
生

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
部
長

古
川
治
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

参
事
兼
高
校
教
育
指
導
課
長

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課
学
校
評
価
幹

日
吉

亨

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
主
幹

藤
倉
陽
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

山
盛
敦
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

坂
本
順
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

高
橋
正
行

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

田
島
慎
吾

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

鎌
田
勝
之

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会
会
長

野
崎

正

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

土
田
保
浩

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

斉
藤

実

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

人
材
開
発
部
長

豊
田
雅
裕

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

主
幹

松
本

正

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

小
島
敏
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

業
務
執
行
理
事

鈴
木
健
史

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長

細
田
眞
由
美

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員

大
谷
幸
男

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部

教
職
員
人
事
課
参
事
兼
課
長

渡
邉
祐
子

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部

教
職
員
人
事
課
副
参
事

澤
田
純
一

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事

茂
木
皇
治

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会会

長

伊
藤
光
男

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

専
務
理
事

飯
塚

孝

▽
埼
玉
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽
埼
玉
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

菊
池
眞
紀

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
会
長

塩
川

修

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

事
業
部
長

岩
岸

悟

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

常
務
理
事

本
澤

明

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉
事
務
所
所
長

齋
藤
明
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部
事
務
局
長

加
藤

孝

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

埼
玉
支
部
埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

所
長

中
村
正
彦

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

小
林
一
彦

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会専

務
理
事

神
山
哲
雄

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

野
村

眞

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

増
田
賢
一
朗

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長宮

崎
恒
史

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長前

田
哲
哉

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部
担
当

浅
香
哲
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

広
川
正
則

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
営
業
サ
ポ
ー
ト
本
部
副
本
部
長

岡
橋
達
哉

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行県

庁
支
店
長

鈴
木
俊
太
郎

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部
長

加
藤
一
弘

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行大

宮
西
支
店
長

柚
木

馨

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行
専
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行
専
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行
常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行
常
務
取
締
役

白
井
利
幸

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行地

域
サ
ポ
ー
ト
部
長

天
田

裕

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行
執
行

役
員
本
店
営
業
部
長

齊
藤
政
春

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学
学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学
副
学
長

中
林
誠
一
郎

▽
埼
玉
大
学
理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学
理
事
（
教
学
・
学
生
担
当
）・

副
学
長

齊
藤
享
治

▽
埼
玉
大
学
経
済
学
部
長

柳
澤
哲
哉

▽
埼
玉
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
教
授
、
先
端
産
業

国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
所
長

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科
長

伊
藤

修

▽
埼
玉
大
学
研
究
機
構

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

松
岡
浩
司

▽
埼
玉
大
学
参
事
役

鷹
野
勝
弘

▽
埼
玉
大
学
統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｕ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

宮
田
信
久

▽
埼
玉
県
立
大
学
学
長

萱
場
一
則

▽
埼
玉
県
立
大
学
副
局
長

秋
葉
豊
二

▽
も
の
つ
く
り
大
学
理
事
長

長
谷
川
真
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学
学
長

赤
松

明

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

埼
玉
県
連
合
会
会
長

近
藤

嘉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

埼
玉
県
連
合
会
事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
中
央
労
働
金
庫

埼
玉
県
本
部
常
務
理
事（
埼
玉
県
本
部
担
当
）

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

小
林
直
哉

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

永
田
信
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
局
長

秋
谷
明
宣

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社編

集
局
経
済
部
記
者

小
林
哲
伸

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
常
務
取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
日
本
放
送
協
会さ

い
た
ま
放
送
局
長

松
岡
健
三

▽
㈱
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

深
沢

潔

▽
㈱
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
記
者

藤
田
こ
の
り

▽
㈱
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

蔭
山

実

▽
㈱
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

山
中
久
仁
昭

▽
㈱
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

岩
﨑
俊
彦

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
外
井
法
律
事
務
所
弁
護
士

外
井
浩
志

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

小
林
順
子

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

渡
邊
雄
太

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

副
会
長

加
地
照
子

▽
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

営
業
推
進
部
次
長

上
西
伴
浩

▽
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

大
宮
支
店
情
報
部
長

長
谷
川
徹

▽
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
㈱

さ
い
た
ま
支
社
長

西
永
昌
人

来来
賓賓
にに
各各
界界
かか
らら
多多
士士
済済
々々

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）
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平
成
二
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た

県
教
育
委
員
会
主
催
の
「
女
子
高
校
生

の
働
き
続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事
業
」

が
、
本
年
度
よ
り
男
女
共
同
参
画
の
視

点
に
立
っ
た
キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
と
な
り
、
本
会
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
、
県
立
高
校
へ
指
導
者
を
推

薦
す
る
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協

力
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
三

十
年
二
月
八
日
㈭
幸
手
桜
高
校
に
お
い

て
、
一
年
次
生
全
員
を
対
象
に
講
演
会
、

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
座
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
幸
手
桜
高

校
は
平
成
二
五
年
四
月
に
幸
手
商
業
高

校
と
幸
手
高
校
が
統
合
さ
れ
、
新
た
に

商
業
系
列
を
中
心
と
し
た
総
合
学
科
と

し
て
開
校
し
た
男
女
共
学
の
学
校
で
す
。

◇
第
一
部
【
講
演
会
】

講
演
会
で
は
、
本
会
根
岸
専
務
理
事

か
ら
「
働
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ

し
て
大
切
さ
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
根
岸
専

務
理
事
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

大
切
さ
と
し
て
「
新
し
い
時
代
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
る
こ
と
」「
限
界
が
出
発
点
で
あ
る

こ
と
」「
失
敗
し
て
も
、
放
置
し
な
け

れ
ば
失
敗
で
は
な
い
こ
と
」
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
生
徒
に
投
げ
か
け
る
と
と

も
に
、
働
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
心

に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
伝
え
ま

し
た
。

◇
第
二
部
【
座
談
会
】

各
教
室
に
分
か
れ
て
、
県
内
の
第
一

線
の
職
場
で
活
躍
す
る
七
名
が
教
壇
に

立
ち
「
学
生
時
代
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
」「
現
在
携
わ
っ
て
い
る
仕
事
に
就

い
た
き
っ
か
け
や
や
り
が
い
」「
働
く

う
え
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
」
な
ど
、

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
体
験
を
伝
え
、
生
徒

た
ち
は
、
積
極
的
に
質
問
を
し
な
が
ら
、

自
ら
が
働
く
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

講

師

・
一
組
…
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式

会
社

金
融
シ
ス
テ

ム
部根

岸

留
美
子
氏

・
二
組
…
株
式
会
社
埼

玉
り
そ
な
銀
行
経
営

管
理
部
秘
書
グ
ル
ー

プ
中
村

恵
子
氏

・
三
組
…
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉

報

道
制
作
局
制
作
部

菅

美
香
氏

・
四
組
…
日
本
信
号
株
式
会
社

も
の

づ
く
り
本
部
宇
都
宮
事
業
所
業
務
部

翠
川

裕
子
氏

・
五
組
…
む
さ
し
証
券
株
式
会
社

営

業
企
画
部

河
野

久
美
氏

・
六
組
…
株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行

人

事
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
室富

岡

瑞
希
氏

・
七
組
…
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
経
営

者
協
会

主
任
研
究
員

山
口

由
美
子
氏

〈
生
徒
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

「
仕
事
は
と
て
も
忙
し
く
大
変
な
こ

と
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

楽
し
い
こ
と
も
、
や
り
が
い
も
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
趣
味
を
楽
し

む
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
」「
自

分
に
向
い
て
い
る
、
向
い
て
い
な
い
で

は
な
く
、
色
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
自
分
に
向
い
て
い
る
仕
事
は
、

今
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
無
限
の
可
能
性

を
信
じ
て
や
っ
て
行
き
た
い
で
す
」「
体

験
談
を
聞
き
、
社
会
に
出
る
こ
と
の
厳

「
平
成
二
九
年
度

男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
幸
手
桜
高
等
学
校
」

県
内
企
業
女
性
リ
ー
ダ
ー
七
名
を
迎
え
て
開
催

根岸 留美子氏
AGS株式会社
金融システム部

中村 恵子氏
株式会社埼玉りそな銀行
経営管理部秘書グループ

菅 美香氏
株式会社テレビ埼玉
報道制作局制作部

翠川 裕子氏
日本信号株式会社
ものづくり本部
宇都宮事業所業務部

第一部講演会の様子 基調講演 根岸茂文専務理事

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
座
談
会
①

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
座
談
会
②

河野 久美氏
むさし証券株式会社
営業企画部

富岡 瑞希氏
株式会社武蔵野銀行
人事部キャリア開発室

山口 由美子氏
一般社団法人
埼玉県経営者協会
主任研究員
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し
さ
や
凄
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
十
六

年
間
の
仕
事
で
沢
山
の
経
験
を
し
て
、

今
も
な
お
成
長
し
続
け
て
い
る
姿
は
素

敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
色
々
な
経

験
を
し
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」「
私

は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
で
友
人
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

話
を
聞
き
、
人
と
関
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
積
極

的
に
人
と
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
」「
将
来
何
に
な
り
た
い
か
決

ま
っ
て
い
な
く
て
も
今
の
う
ち
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
視
野

を
広
げ
て
お
く
こ
と
、
素
直
な
気
持
ち

を
も
っ
て
周
囲
の
人
を
大
切
に
す
る
こ

と
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
て
も
共
感
し

ま
し
た
」「
海
外
の
大
学
で
は
、
大
変

で
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ

以
上
に
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
気
づ
け
ま
し
た
。
な
に
か
目
標

を
決
め
て
生
き
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

「
勉
強
の
や
り
方
や
高
校
生
活
、
つ
ら

か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
み

ん
な
同
じ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
は
人
と
話
を
す
る
こ
と
が
ち
ょ
っ
と

苦
手
で
す
が
、
今
回
の
話
を
聞
い
て
、

自
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」「
い
ま
自
分
が

な
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
必
ず
叶
う

と
は
限
ら
な
い
。
け
れ
ど
努
力
し
た
分

は
無
駄
に
な
ら
な
い
と
聞
い
て
、
そ
う

だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
か
ら
努
力
を
す

る
決
心
が
つ
き
ま
し
た
」

埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
2
0
1
8
表
彰
式
が
二
月
二
日

㈮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
日
、
若
者
一
人
一
人
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

産
業
界
に
お
い
て
も
学
校
教
育
活
動
に

対
す
る
支
援
を
含
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の

推
進
に
関
す
る
社
会
的
要
望
や
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
校
が
こ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
の
中
で
培
わ
れ

継
続
・
蓄
積
さ
れ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
教
育
財

産
で
あ
り
、
県
立
高
校

等
と
企
業
が
連
携
し
た

産
業
人
材
育
成
の
取
組

は
、
産
学
連
携
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。

本
表
彰
式
は
、
そ
の

取
組
の
中
か
ら
優
れ
た

実
践
に
対
し
て
、
支
援

す
る
企
業
と
学
校
双
方

を
表
彰
す
る
こ
と
で
本

県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
よ
う
と
埼
玉
県
教

育
委
員
会
と
本
会
が
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で

五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
県
教
育
委
員

会
教
育
長

小
松
弥
生

氏
、
県
立
学
校
部
長

古
川
治
夫
氏
、
県
立
学

校
部
高
校
教
育
指
導
課
長

羽
田
邦
弘

氏
、
本
会
会
長

上
條
正
仁

他
企
業

関
係
者
並
び
に
学
校
関
係
者
総
勢
約
七

五
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
広
域
秩
父
産
業
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ムFIND

Chichibu

と
秩

父
農
工
科
学
高
等
学
校
が
協
同
で
取
り

組
ん
だ
『
駅
弁
ポ
テ
く
ま
く
ん
弁
当
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
科
の
生

活
産
業
基
礎
の
授
業
で
取
り
組
み
、
み

そ
ポ
テ
ト
や
し
ゃ
く
し
菜
な
ど
の
地
域

の
特
産
物
を
使
い
、
ポ
テ
く
ま
く
ん
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
駅
弁
を
開
発
し
、
長

瀞
駅
や
Ｓ
Ｌ
車
内
で
販
売
し
ま
し
た
。

開
発
に
は
、
多
く
の
企
業
と
連
携
し
、

安
全
面
・
衛
生
面
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
の
購
買
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
付
加

価
値
の
創
造
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
指
導

い
た
だ
く
な
ど
、
学
校
内
だ
け
で
は
学

べ
な
い
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
責
任
感
を
醸
成
さ
せ
な
が
ら
地
域

共
生
に
も
つ
な
が
る
取
組
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
、
三
つ
の
取
組
が
受
賞
し

ま
し
た
。

一
組
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
と
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支

援
学
校
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
わ
か

く
さ
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
〜
自
立
と

社
会
参
加
の
実
現
を
目
指
す
就
業
体
験

学
習
〜
』
で
す
。
同
校
で
は
、
職
業
学

科
の
生
徒
と
教
員
が
チ
ー
ム
に
な
り
、

学
校
近
隣
の
企
業
に
出
向
き
「
会
社
の

中
で
本
物
の
仕
事
を
す
る
」
と
い
う
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
の
時
間
以
外
に
も
、
交
流
を

深
め
る
な
ど
、
企
業
と
学
校
が
共
に
密

接
な
連
携
関
係
を
も
っ
て
指
導
し
た
実

践
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

二
組
目
は
、
共
和
電
機
株
式
会
社
と

皆
野
高
等
学
校
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ

『
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
〜
二
年
生
全
員
が
二
業
種
を
体

験
〜
』
で
す
。
同
校
で
は
、
夏
季
休
業

中
に
一
業
種
あ
た
り
三
日
間
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
二
業
種
、
計
六
日
間
実

施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
化
祭
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
展
示
発
表

に
、
企
業
の
方
々
を
招
待
し
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
企
業
に

よ
る
講
演
会
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
柱
に
継
続
的
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
し
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

三
組
目
は
、
も
み
じ
や
と
鴻
巣
女
子

高
等
学
校
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
地

域
と
連
携
し
た
実
践
的
職
業
教
育
〜
商

品
開
発
・
販
売
実
習
、
子
育
て
支
援
講

座
の
実
施
』
で
す
。
同
校
で
は
、
家
政

科
学
科
を
中
心
に
地
元
の
和
菓
子
店
と

連
携
し
、「
洋
菓
子
の
よ
う
な
和
菓
子
」

埼埼
玉玉
県県
キキ
ャャ
リリ
アア
教教
育育
実実
践践
アア
ワワ
ーー
ドド

22
00
11
88
表表
彰彰
式式
開開
催催

最優秀賞を受賞した皆さん
■県教育委員会 小松弥生教育長（前列左から五人目）
■埼玉県経営者協会 上條正仁会長（前列左から四人目）
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ダウンロードはこちら

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
商
品
の
開
発
と

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒

主
体
で
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
数
多

く
取
り
入
れ
た
実
践
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

各
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
（
一
組
）

○
駅
弁
ポ
テ
く
ま
く
ん
弁
当
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

・
広
域
秩
父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

FIND
Chichibu

・
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校

優
秀
賞
（
三
組
）

○
わ
か
く
さ
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

〜
自
立
と
社
会
参
加
の
実
現
を
目
指

す
就
業
体
験
学
習
〜

・
グ
ロ
ー
バ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

・
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支
援
学
校

○
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
〜
二
年
生
全
員
が
二
業
種
を

体
験
〜

・
共
和
電
機
株
式
会
社

・
皆
野
高
等
学
校

○
地
域
と
連
携
し
た
実
践
的
職
業
教
育

〜
商
品
開
発
・
販
売
実
習
、
子
育
て

支
援
講
座
の
実
施
〜

・
も
み
じ
や

・
鴻
巣
女
子
高
等
学
校

奨
励
賞
（
三
組
）

○
地
場
産
業
を
中
核
と
し
た
企
業
と
学

校
と
の
連
携

・
き
ね
や
足
袋
株
式
会
社

・
進
修
館
高
等
学
校

※
内
容
�
地
場
産
業
で
あ
る
足
袋
を
通

し
て
和
装
文
化
の
伝
承
や
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実

施
。
ま
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
積

極
的
に
参
加
。

○
環
境
建
設
科
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
体
験
授
業
の
取

組
・
中
原
建
設
株
式
会
社

・
い
ず
み
高
等
学
校

※
内
容
�
卒
業
生
が
就
職
し

て
い
る
企
業
に
協
力
い
た

だ
き
、
校
内
で
実
習
を
す

る
取
組
。
建
設
の
現
場
で

実
際
に
使
っ
て
い
る
重
機

や
建
設
材
料
を
使
っ
て
授

業
を
行
っ
た
。

○
地
域
密
着
型「
教
育
支
援
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
庭
づ
く
り
〜

卒
業
生
と
と
も
に
継
承
す

る
歴
史
と
文
化
〜

・
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア

・
株
式
会
社
丸
浜
設
計
舎

・
株
式
会
社
モ
ス
ト
デ
ザ
イ

ン
・
丸
濱
造
園

・
中
澤
外
構

・
株
式
会
社
児
玉
設
備
工
業

・
西
城
造
園

・
株
式
会
社
や
ま
の
は

・
藤
原
産
業
株
式
会
社

・
児
玉
白
楊
高
等
学
校

※
内
容
�
生
徒
が
庭
園
作
製
を
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
考
え
、
設
計
、
施
行
ま
で

行
っ
た
取
組
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

最
先
端
の
庭
を
造
る
。

本
会
は
こ
れ
か
ら
も
人
材
育

成
の
た
め
の
本
県
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

優秀賞のグローバサービス株式会社の管理部部長 梅田
様（前列左から二人目）と流通部入庫グループリーダー
山﨑様（前列左）と入間わかくさ高等特別支援学校の皆
さん

最優秀賞の広域秩父産業連携フォーラム FIND Chichibu
の幹事長 廣瀬様（前列左から三人目）と食文化販路拡
大分科会長 小泉様（前列左から二人目）と秩父農工科
学高校の皆さん

優秀賞のもみじや店主 菊池様（前列左から三人目）と
鴻巣女子高校の皆さん

優秀賞の共和電機株式会社の常務取締役 小泉様（前列
左から二人目）と皆野高校の皆さん
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二
月
五
日
㈪
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出

身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ

る
「
第
十
六
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
伊
那
食
品
工
業
株
式

会
社
（
長
野
県
伊
那
市
）
取
締
役
会
長

塚
越
寛
氏
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
株
式
会

社
（
静
岡
県
浜
松
市
）
名
誉
会
長

晝

間
輝
夫
氏
が
渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞
し
た
。

併
せ
て
、
新
た
な
事
業
展
開
や
新
技
術

開
発
で
飛
躍
を
目
指
す
県
内
企
業
に
贈

ら
れ
る
「
第
七
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
株
式

会
社
コ
マ
ー
ム
（
川
口
市
）
代
表
取
締

役

小
松
君
恵
氏
、
株
式
会
社
ド
リ
マ

ッ
ク
ス
（
川
口
市
）
代
表
取
締
役

松

本
英
司
氏
に
贈
ら
れ
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委

員
長
の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長

の
講
評
の
後
、
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。
そ
し
て
渋
沢
栄
一
記

念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生
誕
地
深

谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

○
渋
沢
栄
一
賞

■
塚
越
寛
氏
（
伊
那
食
品
工
業
株

式
会
社
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
寒
天
等
総
合
ゲ
ル
化
剤
メ
ー
カ

ー
。
一
九
五
八
年
創
業
、
従
業

員
数
四
五
二
名
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
二
〇
〇
六
年
に
創
業
以
来
四
十
八
年

間
連
続
で
増
収
増
益
を
達
成
し
、
現

在
業
務
用
寒
天
の
国
内
シ
ェ
ア
約
八

割
。

・
伝
統
的
な
寒
天
作
り
を
企
業
化
し
て

独
自
の
製
造
技
術
を
開
発
し
、
寒
天

産
業
の
近
代
化
・
発
展
に
貢
献
。

・
急
成
長
を
避
け
着
実
な
成
長
を
目
指

す
「
年
輪
経
営
」
を
実
践
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
二
〇
一
四
年
に
地
元
老
舗
酒
造
会
社

を
子
会
社
化
し
、
造
り
酒
屋
の
文
化
、

村
の
文
化
及
び
雇
用
を
存
続
。

・
一
九
九
〇
年
の
第
一
回
か
ら
、
地
域

で
開
催
さ
れ
る
能
と
狂
言「
伊
那
能
」

の
協
賛
、
一
九
九
二
年
か
ら
「
春
の

高
校
伊
那
駅
伝
」
の
特
別
協
賛
な
ど
、

地
域
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
貢

献
。

■
晝
間
輝
夫
氏
（
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
株

式
会
社
名
誉
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
光
セ
ン
サ
な
ど
光
関
連
製
品
の
製
造

販
売
。
一
九
五
三
年
創
業
、
従
業
員

数
三
三
五
七
名
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
一
九
五
三
年
の
創
業
か
ら
の
中
心
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
世
界
的
な
光
技
術

の
専
業
メ
ー
カ
ー
に
成
長
さ
せ
、
光

電
子
増
倍
管
で
世
界
シ
ェ
ア
約
九
割
。

・
二
〇
〇
二
年
の
小
柴
昌
俊
氏
、
二
〇

一
三
年
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ン
グ
レ

ー
ル
氏
及
び
ピ
ー
タ
ー
・
ヒ
ッ
グ
ス

氏
、
二
〇
一
五
年
の
梶
田
隆
章
氏
の

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
に
貢
献
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
一
九
八
八
年
に
光
科
学
技
術
研
究
振

興
財
団
を
設
立
し
、
毎
年
約
五
千
万

円
の
研
究
助
成
の
ほ
か
、
研
究
表
彰

（
副
賞
百
万
円
）
を
実
施
。

・
二
〇
〇
四
年
の
光
技
術
で
新
し
い
産

業
創
成
を
目
指
す
「
光
産
業
創
成
大

学
院
大
学
」
の
創
立
に
尽
力
し
初
代

理
事
長
に
就
任
。

○
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞

■
株
式
会
社
コ
マ
ー
ム

代
表
取
締
役

小
松
君
恵
氏

◇
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
部
門
大
賞

◇
受
賞
内
容

保
育
か
ら
子
育
て
支
援
へ
と
経
営
革

新
■
株
式
会
社
ド
リ
マ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

松
本
英
司
氏

◇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
大
賞

◇
受
賞
内
容

「
独
自
の
技
術
」
で
一
台
三
役
！
ス

ー
パ
ー
ス
ラ
イ
サ
ー

第第
十十
六六
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
、、

第第
七七
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
ビビ
ジジ
ネネ
スス
大大
賞賞
表表
彰彰
式式
開開
催催

塚塚
越越
寛寛
氏氏
、、
晝晝
間間
輝輝
夫夫
氏氏
がが
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞

小小
松松
君君
恵恵
氏氏
、、
松松
本本
英英
司司
氏氏
がが

渋渋
沢沢
栄栄
一一
ビビ
ジジ
ネネ
スス
大大
賞賞
をを
受受
賞賞

松松本本英英司司氏氏（（右右））

講評を述べる
利根忠博本会名誉会長

主催者挨拶をする
上田清司埼玉県知事

小小松松君君恵恵氏氏（（右右）） 晝晝間間輝輝夫夫氏氏のの代代理理でで出出席席さされれたた
晝晝間間明明氏氏

塚塚越越寛寛氏氏（（右右））
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平
成
二
九
年
度
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

『
㈱
東
玉

視
察
会
〜
業
歴
一
六
五
年
の
老
舗
企

業
に
学
ぶ
〜
』
を
開
催

十
二
月
七
日
㈭
の
平
成
二
九
年
度
秋

季
南
部
地
区
協
議
会
で
は
、
大
森
機
械

工
業
株
式
会
社
に
お
い
て
「
大
森
ス
ピ

リ
ッ
ツ
〜
ア
イ
デ
ア
は
技
術
を
生
み
、

技
術
は
ア
イ
デ
ア
を
生
む
〜
に
学
ぶ
」

と
題
し
て
視
察
会
を
開
催
し
、
十
二
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
森
機
械
工
業
株
式
会
社
は
、
創
業

者
の
大
森
昌
三
氏
が
プ
レ
ス
型
製
造
業

と
し
て
設
立
し
、
大
ヒ
ッ
ト
製
品
と
な

っ
た
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
両
端
を
ア
ル

ミ
ク
リ
ッ
プ
で
留
め
る
自
動
結
紮
機
の

開
発
を
皮
切
り
に
包
装
機
械
業
界
へ
参

入
し
ま
し
た
。

食
品
や
薬
品
な
ど
を
自
動
で
個
別
包

装
す
る
機
械
の
開
発
・
製
造
を
中
心
に

手
掛
け
る
包
装
機
械
専
業
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、
五
十
年
以
上
に
渡
り
、
確
か
な

実
績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

同
社
の
ピ
ロ
ー
包
装
機
は
密
封
包
装

で
世
界
最
速
の
包
装
機
と
し
て
、
複
数

の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

同
社
の
ユ
ー
ザ
ー
数
は
約
四
千
社
を

超
え
、
国
内
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
・
欧

州
・
北
米
に
も
拠
点
を
有
し
て
お
り
、

従
業
員
、
地
域
、
国
、
国
際
社
会
に
貢

献
す
る
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
を
目

指
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

当
日
は
、
南
部
地
区
協
議
会

牛
窪

啓
詞
議
長
（
本
会
副
会
長

㈱
愛
工
舎

製
作
所

代
表
取
締
役
会
長
）
と
大
森

機
械
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

大

森

利
夫
氏
か
ら
開
会
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
森
社
長
か
ら
は
、
本
視

察
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
大
森
ス
ピ
リ

ッ
ツ
」に
対
す
る
創
業
者
の
想
い
や「
包

む
」
こ
と
の
可
能
性
の
大
き
さ
や
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
森
機
械
工
業
㈱

執
行

役
員

管
理
本
部

副
部
長

一
岡

幹
朗
氏
か
ら
、
事
業
概
要
や
大
森
ス
ピ

リ
ッ
ツ
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

内
容
物
の
保
護
や
運
び
や
す
さ
と
い

っ
た
機
能
的
な
側
面
に
加
え
て
、
最
近

で
は
情
報
の
提
供
や
販
売
促
進
、
生
産

効
率
の
上
昇
等
、「
包
装
」
は
い
ろ
い

ろ
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

取
り
扱
う
商
品
も
食
品
に
限
ら
ず
、

雑
貨
や
化
粧
品
、
医
薬
品
が
伸
び
て
お

り
、
高
い
再
現
性
を
可
能
と
す
る
「
一

品
一
様
」
の
包
装
機
械
を
開
発
・
製
造

し
て
い
ま
す
。

大
森
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
根
底
に
は
「
人

を
大
事
に
す
る
こ
と
」
が
あ
り
、
従
業

員
満
足
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

障
害
者
雇
用
や
健
康
経
営
、
女
性
活
躍

推
進
や
奨
学
金
に
よ
る
学
生
支
援
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

施
設
見
学
に
お
い
て
は
、
稼
働
し
て

い
る
高
速
ピ
ロ
ー
自
動
包
装
機
や
よ
り

複
雑
化
し
て
い
る
医
薬
品
用
の
包
装
機
、

包
装
機
械
展
の
受
賞
作
品
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、好
業
績
の
秘
訣
、グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
、受
注
と
納
期
、福
利
厚

生
に
つ
い
て
、
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
九
日
㈫
の
平
成
二
九
年
度

秋
季
中
部
地
区
協
議
会
で
は
、
株
式
会

社
東
玉
に
お
い
て
「
業
歴
一
六
五
年
の

老
舗
企
業
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
視
察
会

を
開
催
し
、
十
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

㈱
東
玉
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二

年
）
の
創
業
以
来
、
人
形
の
町
岩
槻
に

お
い
て
一
六
五
年
に
渡
り
、
初
代
東
玉

戸
塚

隆
軒
氏
よ
り
受
け
継
い
だ
人
形

づ
く
り
の
伝
統
と
技
を
守
り
続
け
て
い

ま
す
。
代
々
伝
わ
る
家
訓
を
大
切
に
守

り
通
し
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

た
人
形
作
り
に
取
組
む
こ
と
で
、日
清
・

日
露
戦
争
、
関
東
大
震
災
、
昭
和
大
恐

慌
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
戦
後
の
混
乱
、

石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。

当
社
は
�
伝
統
の
中
の
独
創
性
�
あ

る
人
形
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
伝

統
を
守
り
つ
つ
革
新
的
な
要
素
を
織
り

込
む
こ
と
で
、
他
社
に
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
商
品
を
数
多
く
作
り
出
し
て
お
り

ま
す
。

本
視
察
会
で
は
、
東
玉
人
形
の
博
物

館
や
人
形
工
房
、
展
示
場
を
見
学
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
中
部
地
区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
㈱
代
表
取
締

役
会
長
）
と
㈱
東
玉

代
表
取
締
役
会

長

戸
塚

隆
氏
か
ら
開
会
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

戸
塚
会
長
か
ら
は
、
岩
槻
が
人
形
産

業
の
地
に
な
っ
た
理
由
（
地
元
の
豊
富

な
キ
リ
材
か
ら
で
る
お
が
く
ず
が
人
形

づ
く
り
に
適
し
て
い
た
）
や
江
戸
時
代

の
同
社
の
創
業
の
経
緯
に
つ
い
て
、
そ

し
て
現
在
も
一
五
〇
軒
余
り
の
工
房
が

平
成
二
九
年
度
秋
季
南
部
地
区
協
議
会

『
大
森
機
械
工
業
㈱
視
察
会
〜
大
森
ス
ピ
リ
ッ
ツ

「
ア
イ
デ
ア
は
技
術
を
生
み
、
技
術
は
ア
イ
デ
ア

を
生
む
」
に
学
ぶ
〜
』
を
開
催

開会挨拶を行う
牛窪 啓詞議長

大森スピリッツを語る
大森社長

説明を行う
一岡 幹朗氏

質問も積極的に出された

説明を行う
戸塚 隆会長

開会挨拶をする
宮澤 政信議長
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平
成
二
九
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

ひ
し
め
く
、
日
本
一
の
人
形
生
産
地
と

し
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
三
年
に
江
戸
木
目
込

人
形
が
、
平
成
十
九
年
に
岩
槻
人
形
が

経
済
産
業
省
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
、
現
在
も
小
学
生
の
人
形
製
作
の
体

験
学
習
や
人
形
工
房
・
店
舗
の
見
学
協

力
と
い
っ
た
対
外
的
教
育
事
業
や
時
期

に
応
じ
た
伝
統
行
事
を
毎
年
開
催
し
、

市
民
参
加
型
の
事
業
を
通
し
て
人
形
及

び
節
句
行
事
の
普
及
に
注
力
し
て
い
ま

す
。人

形
博
物
館
で
は
、
ビ
デ
オ
映
像
に

よ
り
具
体
的
な
人
形
の
製
造
工
程
に
お

け
る
職
人
技
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
続
い
て
、
㈱
東
玉

人
形

の
博
物
館

副
館
長
で
学
芸
員
の
大
島

一
敏
氏
か
ら
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
あ

る
人
形
や
国
内
外
か
ら
取
り
寄
せ
た
貴

重
な
人
形
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

工
房
で
は
、
職
人
が
実
際
に
江
戸
木

目
込
人
形
を
製
作
し
て
い
る
様
子
を
見

学
し
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
技
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
玉
総
本
店
内
の
人
形
展
示
場
に
お

い
て
は
、
そ
の
年
に
起
き
た
印
象
的
な

出
来
事
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
変
わ
り

雛
」
を
始
め
、
雛
人
形
や
羽
子
板
、
五

月
人
形
等
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
も
取
り
入

れ
た
豊
富
な
種
類
の
人
形
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
岩
槻
人
形
博

物
館
（
仮
称
）
の
設
立
や
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
の
登
録
に
向
け
た
活
動
に

も
携
わ
り
、
自
社
の
み
な
ら
ず
地
域
と

業
界
の
発
展
ま
で
広
く
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
取
組
み
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

二
月
六
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
九
階
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
二

九
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
十
四
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
中
部
地

区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル

キ
ユ
ー
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
よ
り
開

会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
経
団
連

事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー

長

平
田

武
氏
よ
り
『
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』

と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
田
氏
か
ら
は
、
二
〇
一
八
年
版
経

労
委
報
告
（
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員

会
報
告

副
題
「
働
き
が
い
と
生
産
性

向
上
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

働
き
方
改
革
」）
を
元
に
、
来
る
春
季

労
使
交
渉
・
協
議
向
け
て
、
経
営
側
の

基
本
姿
勢
を
中
心
と
し
つ
つ
、
働
き
方

改
革
の
推
進
や
労
働
時
間
制
度
改
革
に

つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
内
容
は
以
下
の
通
り
）

・
賃
金
引
上
げ
と
個
人
消
費
の
動
向

一
般
労
働
者
の
所
定
内
給
与
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
時
給
は
着
実
に
上

昇
し
て
い
る
が
、
賃
金
水
準
が
相
対
的

に
低
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率
の

上
昇
や
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
平
均
労
働
時
間
の
減

少
が
「
名
目
賃
金
」
の
押
し
下
げ
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

賃
金
が
増
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
個
人

消
費
が
伸
び
悩
む
背
景
に
は
、
将
来
不

安
に
よ
る
節
約
志
向
が
あ
る
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
負
担
の
増
加
に
よ
る
可
処

分
所
得
の
伸
び
悩
み
も
挙
げ
ら
れ
る
。

賃
金
引
上
げ
の
成
果
を
個
人
消
費
の

増
加
へ
結
び
付
け
て
い
く
に
は
、
社
会

保
障
制
度
の
見
直
し
等
将
来
へ
の
不
安

を
払
拭
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け

た
賃
金
制
度
の
あ
り
方

改
正
法
案
要
綱
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
、
労
働
契
約
法
、
労
働
者
派
遣
法

の
一
括
改
正
）
で
は
、
基
本
給
、
賞
与

そ
の
他
の
待
遇
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

待
遇
の
性
質
や
目
的
に
照
ら
し
て
不
合

理
と
認
め
ら
れ
る
相
違
を
設
け
て
は
い

け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
で
は
、
諸
手
当
や
福
利
厚
生
に
つ

い
て
も
事
例
を
載
せ
て
い
る
。

賃
金
制
度
の
見
直
し
が
必
要
な
場
合

は
、
今
後
の
経
営
戦
略
や
事
業
運
営
を

担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
方
針
を
踏
ま

え
、
個
別
労
使
で
し
っ
か
り
議
論
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
わ
が
国
を
と
り
巻
く
経
営
環
境

わ
が
国
経
済
は
輸
出
や
設
備
投
資
の

増
加
に
支
え
ら
れ
て
、
穏
や
か
な
景
気

回
復
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

地
域
経
済
は
概
ね
緩
や
か
な
回
復
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
る
。
地
域
経
済
の
活
性

化
に
は
、
労
働
力
の
確
保
や
雇
用
の
創

出
と
あ
わ
せ
て
、
人
口
減
少
そ
の
も
の

の
抑
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
経
営
側
の
基
本
姿
勢

①
連
合
「
二
〇
一
八
春
季
生
活
闘
争
方

針
」
へ
の
見
解

「
二
％
程
度
を
基
準
」
と
い
う
幅
を

も
っ
た
ベ
ア
要
求
は
現
実
的
な
対
応
と

い
え
る
一
方
、
四
年
連
続
で
大
幅
な
賃

金
引
上
げ
を
行
っ
て
き
た
状
況
下
で
は

極
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

②
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

賃
金
決
定
の
大
原
則
に
則
り
、
賃
金

引
上
げ
に
対
す
る
社
会
的
期
待
を
意
識

説明を行う
大島 一敏氏

博物館の見学

講演を行う平田 武氏 開会挨拶をする
宮澤 政信議長

春季中部地区協議会
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平
成
二
九
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』と『
〜
人
材
不
足
の
今
だ
か
ら
こ
そ
〜「
女

性
が
生
き
生
き
働
け
る
組
織
は
強
い
」』
の
二
テ

ー
マ
で
開
催

平
成
二
九
年
度
春
季
西
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
』
と
『
社
長
の
声
の
チ
カ
ラ
で
会
社
は
変
わ

る
！
』
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

し
な
が
ら
、
自
社
の
収
益
に
見
合
っ
た

前
向
き
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

収
益
が
拡
大
・
高
水
準
で
推
移
し
て

い
る
企
業
等
に
お
い
て
は
、
多
様
な
方

法
に
よ
る
年
収
ベ
ー
ス
の
賃
金
引
上
げ

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
月
例
賃
金
や
総

合
的
な
処
遇
改
善
へ
の
積
極
的
な
対
応

を
求
め
る
。

労
使
交
渉
の
論
点
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
、
働
き
方
改
革
の
推
進

に
伴
う
時
間
外
手
当
の
減
少
に
つ
い
て

は
、
労
働
生
産
性
が
向
上
し
た
場
合
は

何
ら
か
の
形
で
社
員
の
処
遇
改
善
等
へ

つ
な
げ
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
働
き
方
改
革
の
推
進
と
労
働
生
産
性

の
さ
ら
な
る
向
上

企
業
の
成
長
に
は
、
働
き
方
改
革
を

前
進
さ
せ
、
多
様
な
人
材
が
活
き
活
き

と
働
け
る
職
場
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ

る
。
改
革
の
継
続
・
進
化
に
は
、
経
営

ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
と

社
員
の
主
体
的
な
取
組
み
促
進
が
重
要

と
な
る
。

労
働
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
も
検
討
す
る
中

で
、「
人
な
ら
で
は
の
能
力
」
を
高
め

る
努
力
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
女
性
や
若
年
者
、
高
齢
者
、

障
害
者
の
活
躍
推
進
、
外
国
人
材
の
受

入
れ
促
進
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応
も
図

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
労
働
時
間
制
度
改
革

時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制

導
入
を
含
む
、
長
時
間
労
働
・
過
重
労

働
の
防
止
と
、
働
き
方
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
労
働
基
準
法
改
正
案
の
早

期
成
立
を
求
め
る
。
他
方
、
法
制
度
の

改
正
を
待
つ
こ
と
な
く
、
長
時
間
労
働

を
前
提
と
し
た
働
き
方
・
仕
事
の
進
め

方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
健
康
に
働
け

る
職
場
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
。

二
月
七
日
㈬
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
リ
リ
ア
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成

二
九
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
十
七
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
南
部
地

区
協
議
会

牛
窪

啓
詞
議
長
（
本
会

副
会
長

㈱
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取

締
役
会
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

続
い
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人

事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ

り
『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢
』
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
概
要
に

つ
い
て
は
、
中
部
地
区
協
議
会
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。）

続
く
講
演
二
で
は
、
㈱
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｓ

代
表
取
締
役

内
田

ひ
と
み
氏

か
ら
、『
〜
人
材
不
足
の
今
だ
か
ら
こ

そ
〜
「
女
性
が
生
き
生
き
働
け
る
組
織

は
強
い
」』
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
、
雇
用
・
働

き
手
・
働
き
方
・
男
女
役
割
が
変
化
し
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
の
場
面
で
個
人
の
自
由

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
が
叫
ば

れ
る
中
、
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以

降
、
共
働
き
世
帯
が
専
業
主
婦
世
帯
を

逆
転
し
、
性
別
役
割
意
識
に
も
変
化
が

表
れ
て
い
る
。

ま
た
、
家
計
支
出
の
う
ち
購
買
決
定

権
を
持
つ
の
は
女
性
が
多
く
、
女
性
の

ニ
ー
ズ
に
向
け
た
商
品
が
ヒ
ッ
ト
す
る

な
ど
市
場
に
お
い
て
も
女
性
の
視
点
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
改
善
は
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
は

諸
外
国
に
比
べ
て
、
結
婚
・
出
産
期
に

当
た
る
年
代
に
就
業
率
が
下
降
す
る
傾

向
が
あ
り
、
男
性
に
比
べ
て
仕
事
と
家

庭
の
両
立
の
心
配
か
ら
管
理
職
へ
の
昇

進
を
希
望
し
な
い
女
子
も
多
い
。
ま
た
、

身
近
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
と
い

っ
た
声
も
あ
る
。

・
出
産
育
児
、
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
ロ

ー
ル
を
も
つ
女
性
だ
か
ら
こ
そ
キ
ャ
リ

ア
の
前
倒
し
や
柔
軟
な
働
き
方
、
長
期

的
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
個
に
あ
わ
せ
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
る
。

・
女
性
が
生
き
生
き
働
く
た
め
に
は
、

制
度
＋
上
司
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が

欠
か
せ
な
い
。
過
剰
な
配
慮
は
控
え
て
、

む
し
ろ
ス
ト
レ
ッ
チ
し
た
少
し
高
い
目

標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
女
性

の
職
域
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、
女
性
活

躍
推
進
に
お
い
て
効
果
的
で
あ
る
。

・
女
性
が
生
き
生
き
と
働
く
職
場
環
境

は
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
し
生
産
性
を

高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

二
月
十
四
日
㈬
の
西
部
地
区
協
議
会

は
、
丸
広
百
貨
店
川
越
店
九
階
バ
ン
ケ

ッ
ト
ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
、
十
九
名

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
西
部
地
区
協
議
会

満
岡

隆
一
議
長
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
取
締
役
専
務

執
行
役
員
）
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、

講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
か
ら
『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
概
要
に
つ
い
て
は
、
中
部
地
区

協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

続
く
講
演
二
で
は
、
㈱
ボ
イ
ス
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
ル

代
表
取
締
役

佐
藤

恵
氏
か
ら
、『
社
長
の
声
の
チ

カ
ラ
で
会
社
は
変
わ
る
！
』
と
題
し
て
、

開会挨拶を行う
牛窪 啓詞議長

講演を行う
内田 ひとみ氏

春季南部地区協議会
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平
成
二
九
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
氏
か
ら
は
、
自
身
の
豊
富
な
海

外
生
活
を
通
し
て
得
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
懸
け
橋
と
な
る
声
や
話
し

方
の
磨
き
方
の
コ
ツ
を
呼
吸
や
姿
勢
の

観
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
印
象
を
決
め
る
と
い
う
、「
三

つ
の
Ｖ
」
は
、Visual

（
視
覚
情
報
）、

Vocal

（
聴
覚
情
報
）、Verbal

（
言
語

情
報
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

印
象
へ
の
影
響
度
は
、Visual

（
視
覚

情
報
）
やVocal

（
聴
覚
情
報
）
と
い

っ
た
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
な
要
素
の
方
が
大

き
く
、
空
間
を
意
識
し
た
視
線
の
配
り

方
や
相
手
に
伝
わ
る
聞
き
方
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
呼
吸
を
制
す
る
者
は
喋
り

を
制
す
」
と
し
て
、
早
口
に
な
る
、
声

が
震
え
る
、
聞
き
取
り
に
く
い
と
言
わ

れ
る
、
と
い
っ
た
声
の
悩
み
を
克
服
す

る
、
呼
吸
の
整
え
方
に
つ
い
て
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
好
感
度
・
信
頼
感
が
増
す

声
・
話
し
方
に
つ
い
て
も
す
ぐ
に
実
践

で
き
る
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
、
学
校
で
は
教
え
て
く
れ

な
か
っ
た
「
正
し
い
声
の
出
し
方
・
話

し
方
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
印
象
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
視
点
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
武
器
と
な
る
「
声

の
チ
カ
ラ
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
月
十
五
日
㈭
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

新
館
五
階
「
飛
翔
の
間
」
に
お
い
て
、

平
成
二
九
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
七
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
北
部
地
区
協
議
会

橋
元

健
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
取
締
役
副

社
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続

い
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
』
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
概
要
に
つ

い
て
は
、
中
部
地
区
協
議
会
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
行
す
る

中
で
、
企
業
経
営
の
舵
取
り
を
担
っ
て

い
く
上
で
は
、
日
本
経
済
の
み
な
ら
ず
、

世
界
経
済
の
動
向
か
ら
も
目
を
離
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
十
二
月
八
日
㈮
の
平
成
二

九
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

日
本
を
代
表
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
お

一
人
で
あ
る
、
株
式
会
社
第
一
生
命
経

済
研
究
所

経
済
調
査
部

首
席
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト

永
濱

利
廣
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
二
〇
一
八
年
の
世

界
経
済
、
日
本
経
済
を
展
望
す
る
」
と

題
し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
四
四
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
デ
ー
タ
を
用
い
て
経
済

展
望
の
ポ
イ
ン
ト
や
懸
念
材
料
、
埼
玉

県
の
現
況
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
原
油
価
格
や
日

銀
の
金
融
緩
和
政
策
、
為
替
の
見
通
し

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。）

◇
講
演
概
要

《
日
本
経
済
の
見
通
し
》

・
二
〇
一
七
年
度
は
、
大
規
模
な
景
気

対
策
と
海
外
経
済
の
好
調
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
関
連
投
資
等
に
よ
り
成
長
は
加
速

し
た
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
成
長
予
測

で
は
、
二
〇
一
八
年
度
の
伸
び
は
鈍
化

が
予
想
さ
れ
る
。

・
輸
出
に
つ
い
て
は
、
半
導
体
や
Ｉ
Ｔ

や
工
作
機
械
、
半
導
体
製
造
装
置
と
い

っ
た
機
械
関
連
が
好
調
で
あ
り
、
既
存

受
注
の
対
応
で
手
一
杯
で
新
規
受
注
に

回
ら
な
い
と
い
っ
た
企
業
も
多
い
。

・
国
内
の
個
人
消
費
は
底
打
ち
の
兆
し

が
見
ら
れ
、
賃
上
げ
上
昇
や
車
・
テ
レ

開会挨拶を行う
満岡 隆一議長

講演を行う佐藤 恵氏春季西部地区協議会

開会挨拶を行う
橋元 健議長

春季北部地区協議会

平
成
二
九
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
一
八
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経
済
を
展
望
す

る
』
と
題
し
、
㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所

経
済
調

査
部
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱

利
廣
氏
が
講
演講演を行う

永濱 利廣氏
第8回トップセミナー

―12―



平
成
二
九
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〜
最
新
学
説
と
独
自
の
推
理
で
描
く
〜
『
関
ケ
原
の

戦
い
』
と
題
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本

郷

和
人
氏
が
講
演

平
成
二
九
年
度
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
リ
ー
ダ
ー
の
基
準
〜
リ
ー
ダ
ー
育
成
論
の
死
角
を

抉
る
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
」
と
題
し
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

教
授

清
水

勝

彦
氏
が
講
演

ビ
と
い
っ
た
耐
久
財
の
買
い
替
え
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
に
期
待
が
高
ま
り
、

経
済
環
境
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。

・
設
備
投
資
や
消
費
者
心
理
は
株
価
に

連
動
し
て
動
い
て
い
る
と
読
み
取
れ
、

現
在
の
株
高
で
、
指
数
は
上
昇
傾
向
で

あ
る
が
、
日
本
株
の
売
買
は
六
割
以
上

を
外
国
人
投
資
家
が
占
め
て
お
り
、
世

界
経
済
の
動
向
次
第
で
日
本
の
株
価
が

下
落
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

《
今
後
の
リ
ス
ク
》

・
ア
メ
リ
カ
の
景
気
拡
大
に
つ
い
て
も
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
の
動
き
を
み
る
と
、

終
盤
に
向
か
っ
て
い
る
と
も
読
み
取
れ

る
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
進
め
る
減

税
政
策
に
よ
っ
て
、
あ
と
数
年
は
経
済

成
長
が
持
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

・
北
朝
鮮
の
リ
ス
ク
は
円
高
を
誘
引
す

る
。
影
響
を
考
え
る
と
、
有
事
に
発
展

す
る
可
能
性
は
低
い
が
、
今
後
の
行
方

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
日
本
で
は
、
二
〇
一
八
年
九
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
自
民
党
総
裁
選
や
日
銀

の
金
融
政
策
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
の
ピ
ー
ク
や

消
費
増
税
も
今
後
の
展
望
に
関
わ
っ
て

く
る
。

《
中
小
企
業
の
生
き
残
り
策
》

・
埼
玉
県
の
中
小
企
業
の
収
益
計
画
は
、

今
期
増
収
増
益
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

全
国
的
に
も
中
小
企
業
は
、
業
況
に
つ

い
て
良
い
と
答
え
た
割
合
が
多
く
、
製

造
業
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
の
回
答
割

合
を
上
回
っ
て
い
る
。

・
事
業
承
継
や
新
規
事
業
、
人
手
不
足

克
服
と
い
っ
た
、
企
業
が
直
面
す
る
課

題
に
対
し
て
独
自
の
取
組
に
よ
り
、
す

で
に
成
功
し
て
い
る
企
業
も
出
て
き
て

い
る
。

誰
も
が
知
っ
て
い
る
「
関
ケ
原
の
戦

い
」
も
、
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
る
だ

け
で
ま
っ
た
く
違
っ
た
面
が
見
え
て
き

ま
す
。

十
二
月
十
一
日
㈪
の
平
成
二
九
年
度

第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
過
去
三

回
の
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
で
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
好
評

を
博
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

教

授

本
郷

和
人
氏
に
登
壇
を
い
た
だ

き
、
〜
最
新
学
説
と
独
自
の
推
理
で
描

く
〜
『
関
ケ
原
の
戦
い
』
と
題
し
て
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
、
五
二
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
前
田
利
家
、
石
田
三
成
、

毛
利
輝
元
と
い
っ
た
大
大
名
の
動
向
を

軸
に
、
戦
国
最
大
に
し
て
最
後
の
決
戦

前
後
の
複
雑
な
人
間
模
様
を
た
っ
ぷ
り

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秀
吉
政
権
に
お
け
る
晩
年
の
人
事
体

制
で
あ
る
「
五
大
老
」
と
「
五
奉
行
」

の
関
係
性
や
朝
鮮
出
兵
に
よ
る
秀
吉
政

権
へ
の
不
満
等
を
踏
ま
え
て
、
関
ケ
原

布
陣
図
を
見
な
が
ら
、
徳
川
家
康
派
の

勝
利
に
つ
な
が
っ
た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
、
堅

苦
し
く
な
り
が
ち
な
歴
史
研
究
の
最
前

線
を
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
面
白
く

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
は
、
家
康
の
国
家
観
や
江
戸

を
中
心
と
す
る
統
治
策
等
、
積
極
的
に

質
問
が
出
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
㈫
の
平
成
二
九
年
度

第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

教

授

清
水

勝
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、「
リ
ー
ダ
ー
の
基
準
〜
リ
ー
ダ

ー
育
成
論
の
死
角
を
抉
る
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
〜
」
と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
、
二
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

気
鋭
の
経
営
学
者
で
あ
る
清
水
氏
か

ら
、
本
当
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に
、

リ
ー
ダ
ー
の
そ
し
て
経
営
の
「
あ
た
り

ま
え
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。）

◇
講
演
概
要

【
見
え
な
い
経
営
の「
あ
た
り
ま
え
」】

過
去
に
成
功
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉

や
事
例
を
真
似
て
み
て
も
、
同
じ
よ
う

に
成
功
の
花
が
咲
く
わ
け
で
は
な
い
。

ど
の
よ
う
な
土
壌
や
環
境
で
、
ど
の

よ
う
な
茎
や
根
が
あ
っ
て
、
ど
れ
だ
け

質問も積極的に出された

講演を行う
本郷 和人氏

第9回トップセミナー

第10回トップセミナー

多岐にわたる質問が出された
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平
成
二
九
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
緊
迫
す
る
朝
鮮
半
島
情
勢
』
〜
有
事
は
起
こ
る
の

か
、
そ
し
て
日
本
の
備
え
は
〜
」
と
題
し
、
政
策
研

究
大
学
院
大
学

教
授

道
下

徳
成
氏
が
講
演

の
時
間
を
か
け
た
の
か
、
そ
う
し
た
土

台
の
部
分
、
つ
ま
り
「
前
提
」
あ
る
い

は
「
原
理
原
則
」
を
理
解
し
て
い
る
か

が
重
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
努
力
し
た
り
、

人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
「
あ

た
り
ま
え
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
「
あ
た
り
ま
え
」
の
認
識
も

人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、わ
ざ
わ
ざ「
そ

れ
が
大
事
」
と
は
言
わ
な
い
も
の
で
あ

る
。つ

ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
根
幹

を
な
す
大
切
な
こ
と
や
組
織
を
引
っ
張

っ
て
い
く
経
営
者
に
な
る
た
め
の
必
要

条
件
で
あ
る「
前
提
」や「
原
理
原
則
」

は
、「
あ
た
り
ま
え
」
と
し
て
議
論
の
俎

上
に
上
が
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
。

本
当
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
過
去
の
成
功
体
験
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
自
分
（
自
社
）
の
強
み
や

弱
み
を
把
握
し
、
自
分
の
「
あ
た
り
ま

え
」
を
見
直
す
と
と
も
に
、
自
社
や
外

部
環
境
へ
の
「
観
察
力
」
を
養
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

【
リ
ー
ダ
ー
の
基
準
】

一
�
決
め
る

最
近
の
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
、

情
報
の
集
め
す
ぎ
の
傾
向
が
垣
間
見
え

る
。企

業
戦
略
に
お
い
て
他
社
と
差
別
化

を
図
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
も
、
負

け
て
も
良
い
と
こ
ろ
と
断
ト
ツ
に
勝
ち

た
い
と
こ
ろ
を
決
め
て
お
く
。

二
�
実
行
す
る

実
行
を
妨
げ
る
様
々
な
要
因
の
底
辺

に
は
、
組
織
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
来
の
意
味
を
共
有
す
る

た
め
に
は
、
前
提
と
な
る
目
的
や
価
値

観
の
共
有
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

組
織
内
で
本
音
を
隠
し
て
「
喧
嘩
」

が
起
き
な
い
場
合
、
社
内
は
平
穏
に
見

え
る
が
、
現
実
や
お
互
い
を
直
視
し
、

も
っ
と
よ
く
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
意

志
が
欠
如
し
て
お
り
、
内
部
で
腐
食
が

進
ん
で
い
る
表
れ
で
あ
る
。

三
�
育
て
る

一
般
的
に
、
上
司
は
指
導
す
る
の
が

好
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
部
下
自

ら
が
や
る
気
に
な
ら
な
い
と
本
来
の
人

材
育
成
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
小
さ
い
も
の
で
あ
っ

て
も
「
成
功
」
を
経
験
さ
せ
て
、
上
を

目
指
す
よ
う
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
上
司
は
リ
ス
ク
や

前
例
に
捉
わ
れ
て
、
部
下
の
成
長
の
チ

ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
が

度
々
あ
る
。

「
権
限
委
譲
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く

聞
く
が
、
結
局
は
上
司
の
意
向
に
沿
っ

た
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
、
上
司
は
リ
ス
ク
を
と
っ
て
任
せ
る

と
い
う
「
我
慢
」
が
求
め
ら
れ
る
。

【
観
察
力
】

・
自
分
は
本
当
に
組
織
、
上
司
、
部
下

の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
か
。（
逆

は
ど
う
か
）

・
自
社
の
差
別
化
と
は
何
か
。

・
部
下
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
か
。

二
九
年
八
月
八
日
、
北
朝
鮮
は
米
国

に
厳
重
な
警
告
を
送
る
た
め
と
し
て
、

中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
火
星
12
」
四

発
を
米
グ
ア
ム
島
周
辺
に
同
時
発
射
す

る
こ
と
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と
発

表
し
、
朝
鮮
半
島
情
勢
が
緊
迫
の
度
を

強
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
八
月
十
七

日
に
は
日
米
両
政
府
は
外
務
・
防
衛
担

当
閣
僚
協
議
（
2
プ
ラ
ス
2
）
を
開
催
、

米
国
が
核
兵
器
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
戦
力

で
日
本
を
防
衛
す
る
等
の
合
意
事
項
を

共
同
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
国

内
で
も
、
十
八
日
に
北
朝
鮮
に
よ
る
グ

ア
ム
周
辺
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

備
え
上
空
を
通
過
す
る
恐
れ
の
あ
る
中

国
、
四
国
九
県
の
全
二
百
二
の
市
町
村

で
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
の
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
九
月
に
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ

て
六
度
目
の
核
実
験
も
行
わ
れ
、
広
島

型
原
爆
の
規
模
を
凌
駕
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
十
二
月

十
三
日
㈬
の
平
成
二
九
年
度
第
十
一
回

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
安
全
保
障
・
外

交
問
題
の
専
門
家
で
、
特
に
朝
鮮
半
島

の
安
全
保
障
問
題
に
詳
し
い
政
策
研
究

大
学
院
大
学

教
授

道
下

徳
成
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
緊
迫
す

る
朝
鮮
半
島
情
勢
〜
有
事
は
起
こ
る
の

か
、
そ
し
て
日
本
の
備
え
は
』
と
題
し

て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
八
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

道
下
氏
か
ら
は
、
単
発
の
挑
発
行
為

の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
朝
鮮
の
目

的
や
現
状
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
能
力
、

第11回トップセミナー

講演を行う
道下 徳成氏

質問が多く出され関心の高さが伺えた

講演を行う
清水 勝彦氏

積極的に質問が出された
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平
成
二
九
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
な
ぜ
企
業
は
不
祥
事
を
繰
り
返
す
の
か
〜
有
名
事

件
の
原
因
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
迫
る
」
と
題
し
、
警
察
大

学
校

警
察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

樋
口

晴

彦
氏
が
講
演

【
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
】

平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
七
講

「『
労
働
時
間
管
理
の
注
意
点
と
実
務
対
応
』

〜
適
正
な
労
働
時
間
管
理
の
推
進
と
実
務
注
意
点
〜
」

日
本
の
対
応
策
等
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
験
結
果
を
み
て
も
、

北
朝
鮮
の
核
開
発
は
相
当
に
進
ん
で
お

り
、
日
米
同
盟
の
意
義
や
狙
い
を
ア
メ

リ
カ
の
視
点
を
忘
れ
ず
に
再
度
考
え
る

と
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
防
衛
策

や
民
間
防
衛
等
の
新
た
な
対
応
策
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
多
角
的
な
質
問

が
出
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

大
手
自
動
車
会
社
の
完
成
車
検
査
不

備
、
鉄
鋼
会
社
の
製
品
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、

政
府
系
金
融
機
関
の
不
正
融
資
な
ど
、

企
業
の
不
祥
事
が
後
を
絶
た
ず
、
ま
た

不
祥
事
発
生
に
は
幹
部
社
員
が
関
わ
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
二
月
二

二
日
㈭
の
平
成
二
九
年
度
第
十
二
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
警
察
大
学
校

警

察
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

樋
口

晴
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
な

ぜ
、
企
業
は
不
祥
事
を
繰
り
返
す
の

か
』
と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二

六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

樋
口
教
授
か
ら
は
、
有
名
不
祥
事
事

件
を
題
材
に
、
な
ぜ
不
祥
事
が
起
き
た

の
か
と
い
う
発
生
の
原
因
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
迫
り
、
加
え
て
ど
う
対
応
す
る
べ
き

だ
っ
た
か
と
い
う
経
営
実
践
上
の
教
訓

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
東
洋
ゴ
ム
事
件
を
元
に
、

傍
流
事
業
の
特
殊
性
の
た
め
に
監
督
機

能
が
不
十
分
に
な
る
と
と
も
に
、
人
事

配
置
も
閉
鎖
的
・
長
期
的
に
な
る
た
め

に
組
織
不
祥
事
が
誘
発
さ
れ
る
と
い
っ

た
リ
ス
ク
や
再
発
防
止
対
策
の
空
洞
化

の
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

不
祥
事
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
重
層

的
に
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て

い
て
も
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
制
度
を
上
乗
せ
す
る
だ
け

で
な
く
、不
適
切
な
行
為
に
至
っ
た「
事

情
」
�
原
因
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
消
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
東
芝
不
正
会
計
事
件
を
元
に
、

経
営
方
針
や
組
織
体
質
の
観
点
か
ら
不

正
を
正
当
化
す
る
心
理
や
経
理
・
財
務

部
門
や
内
部
監
査
部
門
と
い
っ
た
内
部

統
制
上
の
要
と
な
る
部
署
の
独
立
性
の

確
保
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

品
質
問
題
や
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、

不
祥
事
を
起
こ
そ
う
と
し
て
や
っ
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
は
稀
有
で
あ
り
、
想
像

力
の
欠
如
や
経
験
・
勉
強
不
足
に
よ
り

事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

労
災
事
故
を
予
防
す
る
た
め
の
リ
ス

ク
管
理
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
に
業
務

を
観
察
し
て
も
、
問
題
点
が
「
見
え
る

人
」
と
「
見
え
な
い
人
」
が
存
在
す
る

た
め
、「
見
え
る
人
」
を
安
全
対
策
の

担
い
手
と
し
て
選
抜
し
、
人
事
的
に
現

場
と
安
全
管
理
部
署
を
往
復
さ
せ
て
育

成
す
る
こ
と
や
安
全
管
理
部
署
を
ト
ッ

プ
の
直
属
に
置
き
、
明
確
な
権
限
や
対

策
費
の
支
出
裁
量
を
与
え
る
こ
と
が
有

効
的
で
す
。

平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応

講
座
第
七
講
は
、「『
労
働
時
間
管
理
の

注
意
点
と
実
務
対
応
』
〜
適
正
な
労
働

時
間
管
理
の
推
進
と
実
務
注
意
点
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
石
嵜
・
山
中
法
律
事
務

所
ヴ
ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

土

屋

真
也
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

十
二
月
十
四
日
㈭
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十

七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

労
働
時
間
の
規
制
は
、
日
々
の
実
務

の
中
で
も
問
題
と
な
る
こ
と
が
非
常
に

多
い
テ
ー
マ
で
す
。
労
働
時
間
管
理
が

適
切
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
労
働
基
準

監
督
署
か
ら
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
指
摘
を

受
け
た
り
、
従
業
員
か
ら
残
業
代
の
支

払
請
求
を
受
け
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
時
間
の
管
理
は
、
割
増

賃
金
だ
け
で
な
く
、
長
時
間
の
労
働
に

よ
る
従
業
員
の
健
康
（
労
災
問
題
）
の

観
点
で
も
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

会
社
が
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
リ
ス

ク
を
抱
え
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
正

し
い
知
識
と
実
務
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
昨
今
、
適
正
な
労
働
時
間
管
理

の
推
進
は
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か

ら
も
重
要
な
経
営
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
法
制
面
で
は
、
労
基
法
改

正
法
案
の
動
き
や
、「
働
き
方
改
革
」

と
し
て
大
い
に
議
論
さ
れ
て
い
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い
て
も
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、
実

第12回トップセミナー

講演を行う
樋口 晴彦氏

講演を行う
土屋 真也弁護士

労働問題実務対応講座
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【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
】
第
三
講

「
職
場
、
家
庭
、
そ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
の

男
女
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」

平
成
二
九
年
度
第
三
回

特
別
セ
ミ
ナ
ー

管
理
職
に
是
非
と
も
知
っ
て
ほ
し
い

〜
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
と
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
〜

務
的
・
実
践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
最
近
の
判
例
等
か
ら
み
た
対
策
や

注
意
点
等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

①
労
働
時
間
の
意
義

↓
労
働
時
間
か
否
か
の
判
断
ポ
イ
ン
ト

②
労
働
時
間
制
度
の
基
本

↓
一
週
・
一
日
の
法
定
労
働
時
間
と
適

用
除
外
に
つ
い
て

③
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
の
意
味
と

要
件

↓
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、
36
協
定

に
つ
い
て

④
労
働
時
間
の
把
握
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

↓
実
労
働
時
間
と
の
乖
離
の
可
能
性
、

自
己
申
告
に
お
け
る
正
確
性
の
確
保
、

管
理
・
監
督
者
等
の
勤
務
状
況
把
握

の
必
要
性
と
具
体
策

⑤
長
時
間
労
働
と
労
働
者
の
健
康
管
理

↓
過
重
労
働
を
防
止
す
る
た
め
の
労
働

時
間
管
理
と
対
応
策

⑥
近
時
の
改
正
動
向

↓
労
働
基
準
法
改
正
案（
継
続
審
議
中
）、

労
働
時
間
の
上
限
規
制
（
働
き
方
改

革
実
行
計
画
）

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ご
自
身
の
将
来
に

つ
い
て
様
々
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
も

の
の
、
仕
事
が
多
忙
で
、
な
か
な
か
具

体
的
な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
背
景
を
踏
ま
え
て
、
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ

ル
、
男
女
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
の
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

十
二
月
十
八
日
㈪
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講
は
、『
職
場
、
家

庭
、
そ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
の

男
女
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学

ぶ
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
㈱
ボ
イ
ス
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
ル

代
表
取
締

役

佐
藤

恵
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
二
五
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

男
女
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
に
つ
い
て
不
安
の
あ
る
方
、
学

ん
で
み
た
い
方
、
ま
た
異
性
の
部
下
を

お
持
ち
の
多
く
の
管
理
職
、
管
理
職
候

補
者
の
方
を
対
象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も
有
効
な
男
女
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
互
い
の

違
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
双
方
間
に

生
じ
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
、
生
活

を
豊
か
に
、
そ
し
て
職
場
を
明
る
く
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習

得
を
目
的
に
し
ま
し
た
。

前
提
と
な
る
男
女
の
違
い
に
つ
い
て

狩
猟
採
集
時
代
の
行
動
パ
タ
ー
ン
か
ら

も
分
析
し
、
脳
の
構
造
の
違
い
（
男
性

脳
と
女
性
脳
）
や
脳
内
神
経
伝
達
物
質

の
違
い
か
ら
、
男
女
間
の
す
れ
違
い
が

起
こ
る
原
因
を
追
求
し
ま
し
た
。

「
男
性
脳
」
と
「
女
性
脳
」
と
い
う

切
り
口
で
、
男
女
間
に
お
い
て
〝
分
か

り
合
え
な
い
〞
と
言
わ
れ
る
五
つ
の
行

動
・
思
考
の
傾
向
性
に
つ
い
て
事
例
を

交
え
な
が
ら
共
有
し
ま
し
た
。

①
競
争
と
共
感

②
シ
ン
グ
ル
タ
ス
ク
と
マ
ル
チ
タ
ス
ク

③
論
理
型
と
感
情
型

④
最
終
思
考
と
拡
大
思
考

⑤
自
己
完
結
と
自
己
関
連
付
け

セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
は
、
カ
ッ
プ
ル
、

夫
婦
間
、
上
司
と
部
下
と
い
っ
た
関
係

に
お
い
て
、
言
葉
に
隠
さ
れ
た
意
味
を

探
る
と
と
も
に
、
男
女
間
に
お
い
て
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す

る
た
め
の
会
話
や
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
参
加
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

話
し
方
や
接
し
方
が
変
わ
る
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
変
わ
る
こ
と
を

多
く
の
事
例
を
通
し
て
理
解
し
ま
し
た
。

女
性
が
あ
た
り
ま
え
に
働
き
、
そ
し

て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
社
会
に
お

い
て
、
女
性
の
身
体
に
『
い
ま
』
何
が

起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

男
性
に
比
べ
表
出
し
や
す
い
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
『
影
響
』
や
『
変
化
』
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
は
、
働
く
女
性
が
以

前
よ
り
格
段
に
増
え
た
社
会
に
お
い
て
、

女
性
社
員
と
の
関
係
性
を
円
滑
か
つ
良

好
に
保
つ
た
め
の
管
理
職
の
重
要
な
ス

キ
ル
と
な
り
ま
す
。

一
月
十
五
日
㈪
の
第
三
回
特
別
セ
ミ

ナ
ー
は
、「
管
理
職
に
是
非
と
も
知
っ

て
ほ
し
い
〜
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
と
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
〜W

ellA
ging

（
上
手

に
歳
を
重
ね
る
た
め
に
）
な
社
会
の
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
株
式
会
社

Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
代
表
取
締
役

内
田

ひ
と
み
氏
と
女
性
の
身
体
の
専
門
家
で

あ
る
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

不
妊
症
認
定
看
護
師

中
村

真
理
子

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

第3講ライフデザインセミナー

講演を行う
佐藤 恵氏

講演を行う
中村 真理子氏

講演を行う
内田 ひとみ氏

第3回特別セミナー
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決
算
書
の
読
み
方
セ
ミ
ナ
ー

「
た
っ
た
4
時
間
で
決
算
書
の
読
み
方
と
財
務
分
析

手
法
が
マ
ス
タ
ー
で
き
る
！
」
と
題
し
開
催

平
成
二
九
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
方
改
革
』、『
長
時
間
労
働
対
策
』、『
同
一
労

働
同
一
賃
金
』
説
明
会

民
ホ
ー
ル
に
て
二
六
名
が
参
加
し
、
時

折
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
）

第
一
部
テ
ー
マ
『
社
会
の
変
化
と
女
性

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
』

講
師

株
式
会
社
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
代
表

取
締
役

内
田

ひ
と
み
氏

・
社
会
・
経
済
の
変
化
に
伴
っ
て
女
性

の
社
会
進
出
も
活
発
に
な
っ
て
い
る
が
、

三
十
代
で
結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
人
生
の
第
二

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
女
性
が
多
い
。
こ

の
時
期
に
お
い
て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
の

分
岐
点
」
と
も
言
わ
れ
、
仕
事
と
育
児

の
心
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
さ
ら
さ
れ

や
す
く
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
不
調
を
引

き
起
こ
し
や
す
い
。

第
二
部
テ
ー
マ
『
働
く
女
性
に
今
、
起

き
て
い
る
こ
と
〜
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
引
き
起
こ

す
心
身
の
症
状
と
病
気
等
』

講
師

Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
講

師

聖
路
加
国
際
大
学
認
定
看
護
師
教

育
課
程

不
妊
症
認
定
看
護
コ
ー
ス
専

任
教
員

中
村

真
理
子
氏

・
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
引
き
起
こ
す
心
身

の
症
状
は
、①
周
期
的
な
も
の（
月
経
）

と
②
年
齢
に
よ
る
も
の
（
更
年
期
）
に

分
け
ら
れ
る
。

・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
変
化
に
伴
う
諸

症
状
お
よ
び
婦
人
科
系
疾
患
は
生
活
習

慣
や
職
場
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
影
響
す
る

こ
と
が
あ
る
。

・
心
身
の
不
調
を
感
じ
な
が
ら
も
無
理

を
き
か
せ
て
働
く
女
性
が
多
く
い
る
可

能
性
も
あ
り
、
女
性
の
特
性
を
認
識
し

た
う
え
で
の
関
わ
り
が
必
要
と
な
る
。

ま
と
め
テ
ー
マ
『
女
性
社
員
を
活
躍
さ

せ
る
た
め
の
組
織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
』

講
師

株
式
会
社
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
代
表

取
締
役

内
田

ひ
と
み
氏

・
女
性
と
男
性
の
価
値
観
や
考
え
方
の

違
い
を
踏
ま
え
て
、
受
容
す
る
力
や
承

認
す
る
力
と
い
っ
た
女
性
部
下
か
ら
上

司
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
た
め
の
ス
キ
ル

を
磨
く
。

・
い
つ
も
の
様
子
を
気
に
し
つ
つ
、
必

要
以
上
に
「
気
を
遣
い
過
ぎ
な
い
」
け

れ
ど
も
「
見
守
る
姿
勢
」
を
意
識
し
、

日
頃
か
ら
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

決
算
書
は
会
社
の
実
態
を
表
す
「
羅

針
盤
」
で
す
。
こ
の
羅
針
盤
を
読
み
こ

な
す
会
計
の
基
礎
的
ス
キ
ル
は
、
今
や

全
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
重
要
性
は
分
か
っ
て

い
て
も
「
決
算
書
」「
財
務
諸
表
」
と

聞
く
と
難
し
く
考
え
て
し
ま
い
、
苦
手

意
識
を
も
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
一
月
十

七
日
㈬
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
株
式
会
社
デ
ィ
レ
ク
タ

ー

公
認
会
計
士

早
稲
田
大
学
会
計

大
学
院

非
常
勤
講
師

川
口

宏
之

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
た
っ

た
4
時
間
で
決
算
書
の
読
み
方
と
財
務

分
析
手
法
が
マ
ス
タ
ー
で
き
る
！
」
と

題
し
て
、
都
内
で
満
足
度
98
％
と
大
好

評
を
得
て
い
る
「
決
算
書
の
読
み
方
セ

ミ
ナ
ー
」
を
埼
玉
県
で
初
め
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
て
二
七
名
が
参
加
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
必
要
な
決
算
書
を

「
読
む
」
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
的
と
し

て
、
実
在
す
る
有
名
企
業
の
決
算
書
を

元
に
、「
図
」
に
置
き
換
え
て
分
析
す

る
手
法
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
を
通
し
て

学
び
ま
し
た
。

（
コ
ン
テ
ン
ツ
は
以
下
の
通
り
）

一
�
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

・
あ
な
た
が
会
計
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

な
き
ゃ
な
ら
な
い
3
つ
の
理
由

・
効
果
的
に
会
計
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く

「
黄
金
の
2
ス
テ
ッ
プ
」

二
�
決
算
書
の
基
礎
知
識

・「
決
算
書
」
を
読
み
こ
な
せ
ば
ビ
ジ

ネ
ス
が
見
え
て
く
る

・「
決
算
書
」
は
企
業
と
利
害
関
係
者

を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
で
あ
る

・
こ
こ
が
基
本
！
財
務
3
表
の
基
本
構

成
三
�
貸
借
対
照
表
（
Ｂ
／
Ｓ
）

・
貸
借
対
照
表
を
図
で
理
解
し
よ
う

・
実
在
企
業
の
貸
借
対
照
表
で
分
析
し

て
み
よ
う
【
ワ
ー
ク
】

四
�
損
益
計
算
書
（
Ｐ
／
Ｌ
）

・
損
益
計
算
書
を
図
で
理
解
し
よ
う

・
実
在
企
業
の
損
益
計
算
書
で
分
析
し

て
み
よ
う
【
ワ
ー
ク
】

五
�
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書（
Ｃ

／
Ｆ
）

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
を
図

で
理
解
し
よ
う

・
実
在
企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

計
算
書
を
使
っ
た
分
析
【
ワ
ー
ク
】

六
�
財
務
3
表
相
互
の
つ
な
が
り

・
Ｂ
／
Ｓ
と
Ｐ
／
Ｌ
を
つ
な
ぐ
も
の

・
Ｂ
／
Ｓ
と
Ｃ
／
Ｆ
を
つ
な
ぐ
も
の

・
儲
か
っ
て
い
る
会
社
と
損
し
て
い
る

会
社
の
決
算
書
を
動
的
に
捉
え
る

七
�
ま
と
め

働
き
方
改
革
、
長
時
間
労
働
対
策
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
へ
の
対
応
は
、

企
業
経
営
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
九
年
九
月
十
五
日
、
労
働
政

策
審
議
会
は
、
厚
生
労
働
大
臣
宛
「
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
」
を

答
申
し
、
法
律
案
は
第
一
九
六
回
通
常

国
会
に
て
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

九
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、

一
月
二
二
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
四
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
講
演
一
と
し
て
、
埼

決算書の読み方セミナー

講演を行う
川口 宏之氏
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【
人
事
担
当
者
の
た
め
の
税
務
セ
ミ
ナ
ー
】

一
日
で
わ
か
る

人
事
が
知
っ
て
お
き
た
い
「
税
務

の
基
礎
知
識
と
実
務
対
応
」
と
題
し
開
催

玉
労
働
局

雇
用
環
境
改
善
・
均
等
推

進
室

小
林

雅
彦
氏
か
ら
『
働
き
方

改
革
の
進
め
方
』
と
題
し
て
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
け
る
「
働
き

方
改
革
」
に
向
け
た
政
府
の
取
組
み
状

況
に
つ
い
て
、
企
業
事
例
を
交
え
て
解

説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
、
有
期
特

措
法
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

も
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
講
演
二
と
し
て
、
埼
玉
労
働

局

監
督
課

高
橋

仁
氏
か
ら
『
長

時
間
労
働
対
策
』
と
題
し
、
上
限
規
制

に
係
る
法
律
案
要
綱
、
監
督
指
導
の
状

況
、
労
働
時
間
適
正
把
握
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
講
演
三
と
し
て
、
厚
生
労
働

省

雇
用
環
境
・
均
等
局
有
期
・
短
時

間
労
働
課

多
様
な
働
き
方
推
進
室
長

宇
野

禎
晃
氏
か
ら
『
同
一
労
働
同
一

賃
金
』
と
題
し
、
非
正
規
雇
用
の
現
状

を
踏
ま
え
て
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

遇
差
の
是
正
を
図
る
規
定
の
整
備
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
一
の
概
要

・
女
性
・
高
齢
者
等
の
活
躍
を
よ
り
促

進
す
る
た
め
に
も
、
長
時
間
か
つ
硬
直

的
な
労
働
時
間
や
低
賃
金
、
不
安
定
な

雇
用
と
い
っ
た
制
約
要
因
を
緩
和
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

・
長
時
間
労
働
の
是
正
に
加
え
て
、
介

護
・
生
活
衛
生
等
の
分
野
に
お
け
る
生

産
性
向
上
の
推
進
や
治
療
と
仕
事
の
両

立
の
支
援
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

・
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足

感
が
強
く
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
職
場
環
境
や
待
遇
改
善
な

ど
に
よ
り
、「
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
」

が
求
め
ら
れ
る
。
県
内
企
業
に
お
い
て

も
、
多
様
な
正
社
員
制
度
や
イ
ン
タ
ー

バ
ル
出
勤
を
導
入
し
、
成
果
を
出
し
て

い
る
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
埼
玉
県
内
の
一
般
労
働
者
（
事
業
所

規
模
5
人
以
上
）
の
年
間
総
実
労
働
時

間
・
年
間
所
定
労
働
時
間
と
も
、
全
国

平
均
よ
り
も
や
や
多
い
。

・
今
回
の
労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、「
働
き
過
ぎ
」
を
防
ぎ
な

が
ら
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
と
「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
」
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
主

な
見
直
し
案
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

①
残
業
時
間
の
上
限
規
制

②
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入
促

進
③
月
六
十
時
間
超
の
残
業
の
、
割
増

賃
金
率
引
き
上
げ
（
中
小
企
業
の

率
引
上
げ
）

④
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

の
創
設

⑤
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
度
の
見

直
し

◇
講
演
三
の
概
要

・「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
規
定
に
バ
ラ
つ
き
が
あ

っ
た
関
連
法
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、

労
働
契
約
法
、
労
働
者
派
遣
法
）
の
改

正
を
行
う
こ
と
で
、
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
を
図
る
。

①
不
合
理
な
待
遇
差
を
解
消
す
る
た

め
の
規
定
の
整
備

②
労
働
に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説

明
義
務
の
強
化

③
行
政
に
よ
り
履
行
確
保
措
置
及
び

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
（
行
政
Ａ

Ｄ
Ｒ
）
の
整
備

・
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い
均
等
・

均
衡
待
遇
の
確
保
に
向
け
て
、
政
府
は

法
案
成
立
に
先
駆
け
て
、「
同
一
労
働
同

一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
を
策
定
し

た
が
、
こ
れ
は
正
規
雇
用
労
働
者
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
と
の
間
で
待
遇
さ
が

存
在
す
る
場
合
に
、
い
か
な
る
待
遇
差

が
不
合
理
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
不
合

理
で
な
い
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

対
象
は
、
基
本
給
、
昇
給
、
ボ
ー
ナ

ス
、
各
種
手
当
と
い
っ
た
賃
金
に
と
ど

ま
ら
ず
、
福
利
厚
生
等
幅
広
く
及
ぶ
。

個
人
に
か
か
る
所
得
税
や
住
民
税
の

仕
組
み
と
は
？
福
利
厚
生
で
課
税
に
な

る
も
の
と
な
ら
な
い
も
の
と
は
？
会
社

に
か
か
る
法
人
税
等
を
始
め
と
し
て
、

税
務
の
問
題
は
日
頃
の
人
事
業
務
に
も

密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
と
り
わ

け
複
雑
な
面
が
多
い
た
め
、
必
要
な
知

識
を
正
し
く
習
得
す
る
機
会
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
一
月
二

九
日
㈪
に
中
澤
公
認
会
計
士
事
務
所

公
認
会
計
士
・
税
理
士

中
澤

仁
之

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
一
日
で
わ

か
る

人
事
が
知
っ
て
お
き
た
い

『
税
務
の
基
礎
知
識
と
実
務
対
応
』」

と
題
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま

講演3を行う
宇野 禎晃氏

税務の基礎知識と実務対応

講演を行う
中澤 仁之氏

講演2を行う
高橋 仁氏

講演1を行う
小林 雅彦氏

第1回人事労務委員会
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成成立立

し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
て
四
二
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

（
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

一
�
税
務
が
お
さ
え
て
お
き
た
い
税
務

の
基
礎
知
識

・
法
人
税
の
概
要
と
基
礎
知
識
（
損
金

算
入
の
考
え
方
）

・
所
得
税
の
概
要
と
基
礎
知
識
（
配
偶

者
控
除
等
の
改
正
、源
泉
徴
収
制
度
）

・
住
民
税
、
消
費
税
（
軽
減
税
率
制
度

含
む
）
の
概
要

・
地
方
税
の
概
要
（
道
府
県
民
税
・
市

町
村
民
税
・
事
業
税
）

・
固
定
資
産
税
、
印
紙
税
の
概
要

・
相
続
税
及
び
贈
与
税
の
概
要
（
相
続

時
精
算
課
税
制
度
）

・
事
業
承
継
税
制
の
特
例

二
�
人
事
の
実
務
に
関
す
る
税
務
〜
所

得
税

・
役
員
に
関
す
る
税
務（
役
員
の
範
囲
・

給
与
・
賞
与
・
退
職
給
与
）

・
給
与
・
賞
与
に
関
す
る
税
務
（
通
勤

手
当
・
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
）

・
退
職
に
関
す
る
税
務

・
福
利
厚
生
に
関
す
る
税
務
（
課
税
の

ル
ー
ル
・
社
宅
等
）

日
常
業
務
で
接
す
る
事
例
を
豊
富
に

交
え
て
、
源
泉
徴
収
簿
や
減
価
償
却
費

の
演
習
も
取
り
入
れ
、
実
務
に
役
立
つ

内
容
に
絞
っ
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

●お問い合わせ �048‐564‐3880（代表）（土・日・祝日休）
ものつくり大学 ものつくり研究情報センター
コーディネータ 柳瀬 貞春 E-Mail : mric@iot.ac.jp

主な支援内容

強み・弱み
の分析・評価

品質の作り込み化と
歩留向上

在庫削減と
リードタイムの短縮

設備稼動効率化、
段取り時間短縮

生産管理のしくみ改革、
システム構築

生産性を考慮した
製品設計改善

ものつくり大学が、中小企業の現場活性化支援！
低廉な費用

月4回、アドバイザー（1人）
が支援する場合、
月額で80,000円程度

中小企業

現場改善による生産性向上

〔例〕・収益力の向上
・事業規模の拡大
・人材採用の拡大

支援要請

実務支援

ものづくり生産現場のあらゆる
ムダ排除による生産性向上を
経験豊富なアドバイザーが
実務支援します。

ものつくり大学

ものつくり研究情報センター

担当教員（製造学科 教員）

現場支援アドバイザー

お気軽にご相談ください

現場改善の
ベテラン

登録

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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・心身の健康やQOLの
向上を目指したダンスプ
ログラムの検討。

学歴・略歴
細川 江利子
（ほそかわ えりこ）
1991年3月 お茶の水女
子大学大学院博士課程人
間文化研究科比較文化学
専攻 単位取得退学。19
91年4月より埼玉大学教
育学部専任講師、1996年
4月より同助教授、2005
年4月より同教授。

人は古来より、収穫を願って踊り、
獲物が獲れた喜びを踊り、人が亡くなれば弔いの踊り
を踊ってきました。生きていく日々の中でわき起こる
様々な感情やできごとを踊りに託し、踊ることで想い
を共有し、共に踊る仲間との一体感が共同体の結束を
高めたのです。
すなわち、ダンスは文字が生まれる以前から存在し

た人類最古のコミュニケーションツールですが、時を
経て、私達の生活の中から踊りで感情を伝え、共感し
あうことはなくなっていきました。しかしながら、今、
ダンスの時代と言われる程私達の回りには多くのダン
スがあり、老若男女を問わず踊りを楽しんでいるのは、
踊りそのものに、繰り返されるリズムへの酔いや自己
を表現する喜びといった魅力があるからなのでしょう。
ダンスは、このように皆で踊る民族的で社交的なダ

ンスに始まり、そこから芸術として洗練され高められ
た固有の美的形式を持つ様々なダンスが誕生しました
が、私が研究対象としているのは主にモダンダンスと
コンテンポラリーダンスです。モダンダンスは20世紀
初頭に、厳格な様式を持つバレエを否定し、より自由
な表現を求めて誕生しました。創始者の一人であるイ
サドラ・ダンカンはショパンなどのピアノ曲にのり、

自然で流動的な踊りに特徴がありましたが、最愛の子
どもを亡くした後の作品では葬送行進曲を用い、拳を
床に叩き付ける踊りを見せました。モダンダンスやさ
らに新たな展開を見せる近年のコンテンポラリーダン
スといった舞踊家自身の感情や思想を自由に表現する
ダンスには、舞踊家の個性と共に、その人生や背景に
ある社会や時代の様相が現れ、とても興味深いです。
また、モダンダンスやコンテンポラリーダンスは、
学校教育では表現や創作ダンスという名称で体育の学
習内容となっており、私は小中高での指導法の研究に
も携わっています。現代は SNSの普及等により、人
と人の直接的な関わりや触れ合いが希薄になっており、
言葉を交わさなくとも心と体で交流し合うダンスは、
コミュニケーション力を養うためにもさらに重要なも
のとして注目されています。

高層ビルや高架橋の定期
点検、地震後の緊急点検、
構造物の損傷推定。

学歴、略歴
党 紀
（とう き）
1980年、中国北京生れ。
2006年、東南大学（南京）
土木学院修士（工学）。
2010年、愛知工業大学博
士（工 学）。2011年、京
都大学工学科社会基盤工
学、特定研究員を経て、
2013年4月から現職。
研究分野：橋梁耐震、地
震工学、免震制震、スマ
ートディバイス、構造地
震応答、ドローン、橋梁
点検、人工知能、深層学
習

最近、人工知能に関するニュー
スが頻繁に耳に入ってくるようになりました。「人
工知能は人間に代わることが可能なのか？」、「人
間の仕事が人工知能に奪われる」などのタイトル
の記事が特に多いようです。そのような心配も少
なくないのですが、建設現場での仕事なら人工知
能やロボットの活用によって安全、便利な作業に
なることができるかもしれません。
特に日本の橋の多くは戦後の高度経済成長期の
頃から造られたものですが、長年道路や鉄道を支
えていて、湿度や海から飛来した塩分によって腐
食したり、ひび割れしたりしているものもよくあ
ります。笹子トンネルの事故から、日本の橋梁や
トンネルなどは、管理者により、5年に1回の“健
康診断”（定期点検）を受けることが義務付けら
れていますが、こんなに大きなものに接近して検
査し、損傷を見つけることは実は非常に大変で、
かつコストのかかる仕事です。
日本は地震大国であり、阪神大震災、東日本大
震災、熊本地震など、大地震のたびに、即時に橋
梁を緊急点検し、交通を一刻も早く回復させるこ
とは至難の仕事です。何か新しい技術を持って、

もっと簡単に早く安く橋梁などの構造物の安全を
確認できれば、国民の生活は安全安心快適になり、
建設技術者にとっても非常に楽になります。
最近、通常のスマホや汎用空撮用UAVだけで
も多くの高精度な写真やビデオを撮れるようにな
りました。また人工知能の手法の一つである深層
学習で画像からものを認識することは、人間に負
けない精度を実現しているようです。
これらの技術をうまく活用できるのではないか
と考え、埼玉大学の構造研究室では通常のスマホ
や汎用の小型無人機だけを使って、構造物のビデ
オを撮り、人工知能でその画像の中から損傷を見
つける方法を研究しています。撮影した画像に対
する深層学習の有用性について、過去に行われた
橋梁目視点検などで収集した画像を元に深層学習
を用いた画像
分類を試みた
結果、90％以
上の損傷検出
精度があると
の結果が得ら
れています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

人はなぜ踊るのか、現代の人間にとってのダンスの意義とは何か
埼玉大学 教育学部 身体文化講座 細 川 江利子 教授

人工知能で橋の傷みを見つける
大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 社会基盤創成領域 党 紀 助教

桜区民まつりにて（ダンス部）
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二硫化モリブデンという物質をご存知でしょうか。自動車用品店など
のオイルやグリースの販売コーナーに行くと、「二硫化モリブデン添加」
を謳ったオイルやグリースが、少々高めの値段で売られているのをお見
かけになったことがあるかもしれません。
二硫化モリブデンは固体潤滑剤として知られている物質で、要はよく
滑る性質をもった固体です。黒色で、通常は粉体として販売されていま
す。上記オイルやグリースへの添加剤としての用途のほか、数ミクロン
の厚さの被膜として、オイルレス潤滑の用途にも多く使われています。
国際宇宙ステーションの日本実験棟に備わる、宇宙空間で動作するロ
ボットアームの潤滑にも二硫化モリブデン被膜が用いられています。宇
宙機器の潤滑剤として、二硫化モリブデンは重要な役割を負っています。
実は二硫化モリブデンは、宇宙環境のような真空中や乾燥雰囲気中で
は非常に優秀な潤滑剤なのですが、残念ながら通常大気中では並の潤滑
剤になってしまいます。大気中では摩擦は真空中の数倍になり、寿命は
数十分の一になってしまうこともあります。これは湿度、すなわち大気
中の水分によるものです。

水分が二硫化モリブデンに作用するメカニズムについては諸説あり、
したがってその対策も決定打に欠けているのが現状です。我々はメカニ
ズムはどうあれ、とにかく二硫化モリブデンに水分が近づかないように
しようと考え、二硫化モリブデン結晶に疎水性の物質を吸着させること
を試みました。その結果、大気中の摩擦を3割程度低減することができ
ました。
吸着法の改善等、この研究を進め、二硫化モリブデン本来の性能を通
常大気下でも活用できる技術を確立したいと考えています。

以前この欄で、「文化開発」というコ
ンセプトを紹介しました。経営学者の三
宅秀道氏（現・専修大学）が提唱するコ

ンセプトで、商品開発とは詰まるところ「文化開発」である＝
その商品が必須となる文化を、丸ごと開発することである、と
の考え方です。でもこれは商品など具体的なモノに限らず、制
度や組織なども含む、あらゆる人工物に適用可能です。近年の
大学における文化開発の事例として、私自身も渦中にある初年
次教育を、以前この欄でご紹介したところです。
この文化開発のコンセプトを、歴史的・空間的に拡張してみ
ると、そもそも人類は、この大地でいかに暮らしてきたのか、
その問題とパラレルであると思い至ります。不安定な大地の上
で、それでもなおわずかでも安定的に暮らすため、いかに創意
工夫を重ねてきたのか。とても大きな問題ですが、机上の空論
ではなく、具体的事実に即して考える試みが「千年村プロジェ
クト」です。

千年村プロジェクトでは、千年を超えて持続してきたと思わ
れる各地の集落・地域を探して、そこで暮らしが続けられてき
た秘密を探っています。建築やランドスケープなど様々な専門
家たちが集まり、環境・交通・地域経営そして集落構造それぞ
れの観点から、調査研究しています。
こう書くと、まるで桃源郷のような印象を受けるかもしれま
せん。でも実際には、ここは確かに千年村であると認められる
土地は、案外とハイブリッドなのです。たとえばバイパス道路
が通り、大型のホームセンターや家電量販店などのロードサイ
ド型店舗が林立する、関東平野のそこかしこにある景色を、脇
道に入って裏手から眺める位置にある集落が、千年村だったこ
ともあります。
われわれのプロジェクトも徐々に知られ、2017年度には、初
めて地域からの依頼で調査を実施し、三重県津市大里睦合町山
田井を千年村として認証しました。さて埼玉県では、どの地域
が最初のお声をかけてくださるのか、今から楽しみです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

二硫化モリブデン活用法
製造学科 平 岡 尚 文 教授

平岡 尚文（ひらおか なおふみ）教授、京都大学大学院修了、博士（工学）、特許5件、2003年からものつくり大学 日本機
械学会、日本トライボロジー学会、砥粒加工学会所属。（連絡先：048‐564‐3842／hiraoka@iot.ac.jp）

千年村を探しています
建設学科 土 居 浩 准教授

土居 浩（どい ひろし）准教授 博士（学術・総合研究大学院大学） 2001年4月、ものつくり大学の開学とともに着任した、
非・工学系教員。文中で紹介した「千年村プロジェクト」（http : //mille-vill.org/）では、主に地域経営の観点から調査研究に携
わる。（連絡先：048‐564‐3849／doi@iot.ac.jp）

国際宇宙ステー
ション日本実験棟
ロボットアーム関
節部分。この中の
歯車や軸受の潤
滑に二硫化モリブ
デン被膜が使わ
れています。

（出典：N. Hiraoka, Wear，49（2002）1014－1020）
摩擦試験装置。大気中、真空中の
摩擦特性を調べることができます。
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………182社
回収率……………………………33．1％

�業種内訳 �内製造業………………75社
�内非製造業 …………107社

�資本金別
�5000万円以下………………………87社
�5000万円超～1億円以下…………47社
�1億円超～3億円以下……………12社
�3億円超……………………………36社

企業経営動向調査（2017年度第4回〈18年1月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、17年10月比で
製造業「＋7」、非製造業「＋4」と
改善した。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「＋7」と改善、非製造業「－11」
と悪化を見込む。

18年1月

32

37

28

13

24

5

17年10月

26

30

24

17

17

16

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、17年10月比で
製造業「＋22」と改善、非製造業「－
10」と悪化した。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「＋4」と改善、非製造業「－7」
と悪化を見込む。

18年1月

13

24

5

－2

1

－5

17年10月

9

2

15

－1

－3

2

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、17年10月比で
製造業「＋8」、非製造業「＋2」と
改善した。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「±0」と横這い、非製造業「－15」
と悪化を見込む。

18年1月

16

20

12

0

9

－6

17年10月

11

12

10

9

9

9

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）17／10－12月期、18／1－3月期の上段の（ ）内の数値は17年10月調査時の見通し

�10－12月期の売上高DI は、7－9月期比で
製造業「＋20」、非製造業「＋20」と改善し
た。

�今後の見通しについては、18／1－3期は10
－12期比で製造業「－52」、非製造業「－29」
と悪化を見込む。18／4－6期は1－3期比
で製造業「＋14」と改善、非製造業「－12」
と悪化を見込む。

見 通 し

4－6

－5

－1

－8

18／1－3

（8）
－4

（8）
－15

（8）
4

実 績

10－12

（23）
35

（21）
37

（25）
33

17／7－9

15

17

13

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�10－12月期の経常利益DI は、7－9月期比
で製造業「＋12」、非製造業「＋8」と改善
した。

�今後の見通しについては、18／1－3期は10
－12期比で製造業「－39」、非製造業「－24」
と悪化を見込む。4－6期は1－3期比で製
造業「＋15」と改善、非製造業「－4」と悪
化を見込む。

見 通 し

4－6

－8

－4

－10

18／1－3

（5）
－11

（8）
－19

（3）
－6

実 績

10－12

（12）
19

（9）
20

（15）
18

17／7－9

9

8

10

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、17年10月
比製造業「－1」、非製造業「＋4」
と非製造業の在庫が増加傾向にある。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「－5」、非製造業「－4」となっ
ており、製造業は過大な在庫の解消、
非製造業は一層の在庫不足が見込まれ
る。

18年1月

6

9

4

－5

1

－10

17年10月

5

10

0

0

6

－6

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、17年
10月比で製造業「＋7」、非製造業「＋
3」といずれも設備不足が改善した。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「＋10」、非製造業「＋2」となっ
ており、今後も設備不足の改善が見込
まれる。

18年1月

－5

－7

－4

－4

－1

－6

17年10月

－10

－14

－7

－10

－11

－8

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は17年10月比で製
造業「＋10」、非製造業「－9」と非
製造業において人手不足感が強まった。

�先行きについては17年10月比で製造業
「＋10」、非製造業「－3」となって
おり、今後も非製造業において人手不
足感が強まると見込まれる。

18年1月

－35

－20

－45

－38

－31

－43

17年10月

－34

－30

－36

－40

－41

－40

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、17年10月比で
製造業「＋3」と改善、非製造業「－
1」と悪化した。

�先行きDI についても、17年10月比で
製造業「＋3」と改善、非製造業「－
9」と悪化を見込んでいるが、全体的
には資金繰りに繁忙感は見られない。

18年1月

17

15

18

12

12

11

17年10月

16

12

19

15

9

20

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、17年10月比で
製造業「－2」、非製造業「±0」と
製造業の販売価格が下落した。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「＋8」、非製造業「－1」となっ
ており、製造業において今後販売価格
の上昇が見込まれる。

18年1月

2

－7

8

2

0

4

17年10月

2

－5

8

－1

－8

5

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、17年10月比で
製造業「＋12」、非製造業「＋9」と
いずれも仕入価格が上昇した。

�先行きについては、17年10月比で製造
業「＋4」、非製造業は「＋3」とな
っており、今後も仕入価格上昇が続く
と見込まれる。

18年1月

37

49

29

36

47

28

17年10月

28

37

20

34

43

25

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………175社
回収率……………………………31．8％

�業種内訳 �製造業…………………73社
�非製造業 ……………102社

�資本金別
�5000万円以下………………………87社
�5000万円超～1億円以下…………45社
�1億円超～3億円以下……………12社
�3億円超……………………………31社

1 非正規雇用者の正社員登用（転換）に関する調査
問1 非正規雇用者を正社員に登用（転換）する制度・慣行がありますか。

（就業形態ごとに○1つ） 単位（％）

その他

2.3

9.1

2.3

86.4

【問1で「制度がある」「制度はないが慣行がある」を選択した場合、問1－2から問1－6までお答えください。】

問1－2 非正規雇用者を正社員に登用（転換）する際、どの点を最も重視しますか。
（就業形態ごとに○1つ） 単位（％）

その他

10.3

3.4

17.2

37.9

6.9

24.1

問1－3 非正規雇用者を正社員に登用（転換）することで得られる最も大きなメリットは何とお考えですか。
（就業形態ごとに○1つ） 単位（％）

0.0

6.5

22.6

その他

54.8

16.1

0.0

0.0

問1－4 平成29年4月から12月までの間で、実際に非正規雇用者を正社員に何人登用（転換）しましたか。

総回答数175社の内、70社が登用（転換）人数1人以上と回答。
70社の登用（転換）人数の合計値は367人、平均値は5．24人、中央値は2人であり、
個社別での最多登用（転換）人数は102人でした。

請負社員※

3.6

10.9

3.6

81.8

請負社員※

9.8

4.9

24.4

39.0

4.9

17.1

請負社員※

54.5

13.6

4.5

2.3

2.3

6.8

15.9

派遣

16.1

36.5

4.4

43.1

派遣

16.0

3.7

24.7

43.2

6.2

6.2

派遣

69.7

16.9

4.5

0.0

1.1

1.1

6.7

契約・嘱託社員

26.4

23.6

6.1

43.9

契約・嘱託社員

14.6

3.7

25.6

39.0

9.8

7.3

契約・嘱託社員

69.6

17.4

2.2

1.1

1.1

3.3

5.4

パート

21.6

29.1

6.8

42.6

パート

16.3

3.8

23.8

47.5

6.3

2.5

パート

66.7

18.4

8.0

1.1

1.1

3.4

1.1

フルタイムパート

23.6

35.8

6.8

33.8

フルタイムパート

15.6

2.2

28.9

44.4

5.6

3.3

フルタイムパート

68.3

17.8

6.9

1.0

1.0

3.0

2.0

制度がある

制度はないが慣行がある

今後、制度を設けたいと思っている

今のところ制度を設ける予定はない

一定期間以上の勤続年数

特定の資格の保有

一定以上の業績

勤務に対する意欲

試験や面接での一定の成績

その他（ ）

優秀な人材を社内で確保できる

仕事に対する意欲が増す

職場全体が活性化する

企業の業績が向上する

正規・非正規の人数のバランスが適正になる

雇用を通じて社会的貢献を果たせる

その他（ ）

特別調査（2017年12月調査）結果

調査概要
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問1－6 平成30年1月から3月までの間で、非正
規雇用者を正社員に何人登用（転換）する
予定ですか。

総回答数175社の内、35社が登用（転換）見込
人数1人以上と回答。
35社の登用（転換）見込人数の合計値は162人、
平均値は4．63人、中央値は2人であり、
個社別での最多登用（転換）見込人数は80人で
した。

問1 平成29年11月22日㈬に「ノー残業デー」を実施しましたか。 単位（％）

23.1
10.4
66.5

実施した
11月中で、22日㈬以外に実施した

実施していない

問2 貴社は日頃、「ノー残業デー」を導入（設定）していますか。 単位（％）

40.5
59.5

導入（設定）している
導入（設定）していない

2 「県内一斉ノー残業デー」に関する調査
埼玉県公労使会議では、県内の企業・団体に「県内一斉ノー残業デー（11月22日）」の取組を呼びかけました。

問2 非正規雇用者の正社員登用（転換）に係る「国のキャリアアップ助成金制度」を御存知ですか。
単位（％）

問3 今後の雇用形態別の雇用見通しはいかがですか（就業形態ごとに○1つ） 単位（％）

その他
0.0
83.1
16.9

請負社員※
1.0
82.5
16.5

派遣
20.2
63.6
16.3

契約・嘱託社員
18.7
68.3
12.9

パート
20.0
67.9
12.1

フルタイムパート
20.4
65.0
14.6

正社員
51.8
39.3
8.9

増加する
変わらない
減少する

◎非正規雇用の説明
①フルタイムパート
パート、アルバイトなどと呼ばれている者で、次のす
べてに該当する者

・雇用期間が1か月を超えるか、又は定めがない者
・1週の所定労働時間が正社員と同じ者
②パート
パート、アルバイトなどと呼ばれている者のうち、雇
用期間が1か月を超えるか、又は定めがない者で、次
のいずれかに該当する者

・所定労働時間が正社員より短い者
・1週の所定労働日数が正社員より短い者

③契約・嘱託社員
特定の職種に従事するため、又は特定の目的のために
雇用期間を定めて雇用されている者で、契約社員又は
嘱託社員と呼ばれている者

④派遣社員
労働者派遣法に基づき派遣元事業所から派遣されてい
る者

⑤職場内の請負社員※
業務請負契約により、事業所内で働いている者（清掃、
警備等の施設管理業務を除く）

⑥その他
上記①～⑤以外の者

問1－5 非正規雇用者を正社員にした実績がない、
最も大きな理由は何ですか。 単位（％）

23.1
9.2
20.0
1.5
23.1
21.5

正社員にした実績がない理由を、1つだけ○
非正規雇用者からの申し出がないから
非正規雇用者が正社員登用を辞退したから
人員が充足しているから
コスト増加になるから
正社員にしたい人材がいないから
その他（ ）

【問1－4で正社員登用実績が「0人」（実績なし）と回答した場合、問1－5にお答えください。】

14.1
48.2
37.6

活用した（活用予定）
制度を知っているが活用しない

知らない
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女
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！
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サ
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」

民
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を
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る
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が
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す
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中
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業
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を
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に
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�
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機
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護
ス
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務
改
善
な
ど
様
々

な
分
野
の
講
習
が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

�
定

員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講
習
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）

�
実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門
校
・
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
（
企
業
等
へ
講
師
を
派
遣
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜
30
時
間
（
年
間
20

日
間
ま
で
）

企
業
の
要
望
に
応
じ
た
実
施
日
や
時
間

の
設
定
が
可
能
で
す
。

�
受
講
料

1
人
1
時
間
当
た
り
学
科
1
6
7
円
＋

実
技
3
7
5
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
負

担
。
ま
た
、
企
業
等
で
講
習
を
実
施
す
る

場
合
は
、
機
材
・
材
料
な
ど
を
御
用
意
い

た
だ
き
ま
す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人
の

技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
企

業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の
向
上

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
機
械
加
工
や
建
築
大
工
な
ど

約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受
検

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所
で
配

布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

�
試
験
日
程

平
成
30
年
6
月
〜
30
年
9
月
（
検
定
職

種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

�
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

県
浦
和
合

同
庁
舎
5
階
）
他

�
受
検
申
請
受
付
期
間

4
月
4
日
㈬
〜
17
日
㈫
に
同
協
会
へ
提

出�
受
検
手
数
料
（
各
等
級
共
通
）

学
科
試
験
の
み
受
検
�
3
�
1
0
0
円

実
技
試
験
の
み
受
検
�
1
7
�
9
0
0
円

実
技
と
学
科
の
両
方
�
2
1
�
0
0
0
円

※
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、
35
歳
未
満

の
実
技
試
験
2
級
又
は
3
級
受
検
者
は
、

受
検
手
数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し

ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
に
つ
い
て

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http
://www.saitam

a-vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://www.pref.saitam
a.lg.jp/a

0811/kentei/index.htm
l

県
で
は
、
女
性
活
躍
推
進
や
働
き
方
の

見
直
し
に
取
り
組
む
企
業
を
支
援
す
る
た

め
、
経
済
団
体
等
と
と
も
に
埼
玉
版
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
や
人
材
の
確
保
・
定
着
な

ど
、
企
業
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
情
報
を

多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。
是
非
御
活
用
く

だ
さ
い
。

【
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
】

�
女
性
活
躍
企
業
診
断

「
女
性
活
躍
課
題
チ
ェ
ッ
ク
」
や
「
イ

ク
ボ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク
」
に
よ
り
、
自
社
の

課
題
を
抽
出
で
き
ま
す
。

�
取
組
事
例

先
進
的
な
企
業
の
取
組
事
例
（
取
組
の

内
容
や
効
果
、
社
員
の
声
等
）
を
課
題
別
、

規
模
別
、
業
種
別
に
整
理
し
、
紹
介
し
て

い
ま
す
。

�
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

当
月
・
翌
月
の
情
報
を
随
時
更
新
す
る

こ
と
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
ま
す
。

�
支
援
情
報

県
や
国
な
ど
の
支
援
情
報
を
取
り
ま
と

め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を
学
ぶ

30
問
の
問
題
を
解
い
て
女
性
活
躍
を
学

ぶ
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
カ
レ
ッ
ジ
や
、
家
電

な
ど
が
当
た
る
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し
く
知

識
を
習
得
で
き
ま
す
。

「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
」
で
検
索
。

https://www.pre
f.saitam

a.lg.jp/wo
m
enom

ics/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

「
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）」

が
6
月
15
日
㈮
か
ら
施
行
さ
れ
、
住
宅
に

有
料
で
旅
行
者
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
（
民

泊
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
民
泊
を
行
う
際
の
ル
ー
ル

【
始
め
る
前
に
届
出
を
】

3
月
15
日
か
ら
届
出
の
事
前
受
付
を
開

始
し
ま
し
た
。「
民
泊
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
か
ら
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
年
間
営
業
日
数
1
8
0
日
ま
で
】

営
業
（
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
）
が
で
き
る

日
数
は
、
年
間
1
8
0
日
ま
で
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
1
8
0
日
を
超
え
て
の
営

業
は
違
法
で
す
。

【
標
識
の
掲
示
を
義
務
付
け
】

民
泊
を
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
標

識
を
、
門
扉
や
玄
関
な
ど
に
掲
示
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
そ
の
他
、
消
防
法
令
適
合
通
知
書
を
取

得
す
る
こ
と
、
騒
音
配
慮
や
ゴ
ミ
捨
て

の
マ
ナ
ー
を
外
国
語
で
説
明
す
る
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。

【
マ
ン
シ
ョ
ン
で
民
泊
を
始
め
る
場

合
の
注
意
点
】

民
泊
の
営
業
が
可
能
で
あ
る
旨
を

管
理
規
約
な
ど
で
定
め
て
あ
れ
ば
届

出
が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
管
理
組
合

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
規
約
の
改
正
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー

（
0
3
―
3
2
2
2
―
1
5
1
7
）

県
住
宅
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
5
5
7
3
）

�
問
い
合
わ
せ
先

・
民
泊
に
関
す
る
相
談
・
苦
情
に
つ
い
て

民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

よ
い

民

泊

（
0
5
7
0
―
0
4
1
―
3
8
9
）

・
届
出
方
法
に
つ
い
て

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
9
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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平
成
二
九
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
障
害
者
が
活
き
活
き
働
き
、そ
し
て
活
躍
す
る
職

場
〜
ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
株
式
会
社
視
察
会
』開
催

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
一
月
二
八
日
㈰
、
熊
谷
文

化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で
開
催
さ
れ
、

本
会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
五
名

（
別
記
）
と
学
校
側
か
ら
十
五
組
、
四

五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
面
談
会

は
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り

今
年
度
で
通
算
十
五
年
目
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
事
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力
を

向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護
者

の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多
い

専
門
高
校
に
限
ら
ず
県
北
部
を
中
心
と

し
た
普
通
高
校
の
生
徒
も
毎
年
多
数
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
を
担
う
教
員
に
対
し
て

重
要
な
意
識
改
革
の
場
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

面
談
終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
こ
れ
か
ら
企
業
が
求
め
て
い
る
人

材
は
、
失
敗
で
き
て
、
そ
れ
を
リ
カ
バ

リ
ー
で
き
る
人
と
い
う
こ
と
が
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
多
様
性
も
必
要
だ
と
い

う
こ
と
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
」「
一

つ
の
会
社
で
も
影
で
多
く
の
企
業
が
支

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
そ
れ
も
考
え
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
企
業

経
営
者
か
ら
進
路

選
択
に
お
け
る
俯

瞰
的
な
立
場
で
、

価
値
観
を
変
え
る

具
体
的
な
示
唆
を

も
ら
え
た
よ
う
で

す
。保

護
者
か
ら
は

「
子
供
や
他
の
人

達
に
対
し
て
の
子

育
て
方
法
で
悩
ん

で
い
た
事
が
相
談

で
き
ま
し
た
。
相
手
に
あ
わ
せ
て
、
か

つ
信
念
は
ま
げ
ず
に
頑
張
り
ま
す
」「
根

を
地
面
に
は
る
、
芯
を
強
く
す
る
、
そ

こ
か
ら
道
（
選
択
）
は
、
可
能
性
は
、

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
、
と
い
う
言
葉
が

心
に
響
き
ま
し
た
。
保
護
者
と
し
て
上

手
に
言
葉
を
普
段
の
べ
ら
れ
な
い
分
、

救
わ
れ
た
気
分
で
す
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
は
「
進
路
選
択
を
す
る

際
に
色
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
自
分
の

見
聞
を
広
げ
る
こ
と
や
自
分
の
人
間
と

し
て
の
幹
を
太
く
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
」「『
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

様
々
な
こ
と
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
』

な
ど
生
徒
の
個
性
に
応
じ
た
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
四
者
面
談
会
は
毎
年
参
加
し
た
生

徒
・
保
護
者
・
教
員
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

◆
参
加
企
業
経
営
者
（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式

会
社

専
務
取
締
役

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
松
本
伸
一
郎

株
式
会
社
松
本
商
会

代
表
取
締
役
社
長

▽
根
岸

節
子

社
会
福
祉
法
人
隼
人

会
ま
き
ば
園

理
事
長

▽
根
岸

茂
文

一
般
社
団
法
人
埼
玉

県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

障
害
者
が
活
き
活
き
働
き
、
活
躍
す

る
職
場
の
視
察
を
県
教
育
委
員
会
と
本

会
の
共
催
で
、
二
月
一
日
㈭
ス
ー
パ
ー

バ
ッ
グ
株
式
会
社
に
て
開
催
し
、
七
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
株
式
会
社
は
障
害

を
も
つ
学
生
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者

雇
用
率
も
達
成
さ
れ
て
い
る
会
社
で
す
。

講
演
で
は
、
総
務
部
人
事
課
の
仲
原

厚
史
課
長
よ
り
「
ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
株

式
会
社
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
取
組

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
障
害
者
雇
用

率
を
達
成
さ
せ
る
ま
で
の
取
組
、
今
後

企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会
開
催

石塚 巧
キヤノン電子㈱
専務取締役

中込 秀明
富士電子㈱
代表取締役社長

松本 伸一郎
㈱松本商会
代表取締役社長

根岸 節子
社会福祉法人
隼人会まきば園
理事長

根岸 茂文
一般社団法人
埼玉県経営者協会
専務理事

面
談
の
様
子

面
談
会
場
の
様
子

講演する仲原厚史課長講演の様子
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平
成
二
九
年
度
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
特
別
支
援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
会
〜
県

立
特
別
支
援
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等
学
園
』を
開
催

【
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催
】

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
十
八
講

『
対
人
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
』

の
課
題
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
執
行
役
員
の
福
田
昌

之
所
沢
工
場
長
の
案
内
で
、
障
害
を
も

つ
方
々
の
働
く
様
子
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
と
し
て
現
場
実
習
に
来
て
い
る
特

別
支
援
学
校
の
生
徒
の
取
り
組
む
様
子

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
職
域
開
発
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
、
採
用
お
よ
び

採
用
後
の
定
着
・
離
職
の
状
況
等
に
つ

い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
在
学
中
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
、
入
社
さ

れ
た
社
員
の
方
も
出
席
さ
れ
、
活
き
活

き
と
働
い
て
い
る
状
況
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
身
体
障
害
者
雇
用
促

進
法
に
よ
り
障
害
者
雇

用
率
制
度
が
導
入
さ
れ

た
当
初
は
、
法
定
雇
用

率
を
充
足
し
て
い
た
た

め
、
特
に
障
が
い
者
雇

用
の
対
策
は
実
施
し
て

い
な
か
っ
た
。

・
二
〇
〇
九
年
頃
か
ら

法
定
雇
用
率
を
下
回
り
、

二
〇
一
一
年
に
「
雇
入

れ
計
画
」
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、
取
組
が

始
ま
っ
た
。

・
当
初
は
、
人
事
課
主

導
で
職
域
を
開
発
し
、
対
象
業
務
に
対

し
て
求
人
募
集
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

雇
入
れ
た
障
が
い
者
の
方
が
短
い
期
間

で
退
職
さ
れ
て
し
ま
い
、
法
定
雇
用
率

の
達
成
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

・
そ
こ
で
、
特
別
支
援
学
校
と
連
携
し
、

現
場
実
習
を
通
し
て
、
仕
事
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
無
く
す
取
組
を
行
っ
た
。

・
こ
の
現
場
実
習
で
は
、
生
徒
一
人
に

対
し
て
夏
・
冬
を
含
め
た
複
数
回
の
実

習
を
行
う
と
と
も
に
、
現
場
責
任
者
と

話
し
合
い
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
方
に

も
わ
か
り
や
す
い
表
示
を
す
る
な
ど
の

職
場
環
境
改
善
等
を
行
っ
た
。

・
こ
れ
ら
の
取
組
の
結
果
、
年
間
一
〜

三
名
の
障
が
い
者
の
新
規
採
用
が
実
現

し
、
就
業
現
場
の
理
解
も
深
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
定
着
し
た
た
め
、
再
び
法
定

雇
用
率
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
た
。
い

ま
で
は
、
障
が
い
者
の
方
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

・
今
後
は
精
神
障
が
い
者
の
採
用
や
更

な
る
職
域
の
発
掘
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
特
別
支

援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
を
目

的
に
、
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

で
、
二
月
十
六
日
㈮
県
立
特
別
支
援
学

校
羽
生
ふ
じ
高
等
学
園
を
訪
問
し
、
教

育
現
場
の
視
察
並
び
に
教
員
・
生
徒
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

県
立
特
別
支
援
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等

学
園
は
、
県
内
北
東
部
を
中
心
に
全
県

を
通
学
区
と
す
る
高
等
部
の
み
の
特
別

支
援
学
校
で
、
本
年
度
開
校
十
一
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
各
学
年
農
業
技
術
科

二
十
名
、
生
活
技
術
科
二
十
名
を
募
集

し
、
生
徒
一
人
一
人
の
社
会
自
立
と
職

業
自
立
の
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
は
じ
め
、
態
度
と

習
慣
を
育
み
な
が
ら
、

企
業
就
労
の
実
現
、

職
場
定
着
率
向
上
な

ど
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
六
名
の

会
員
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
作
業
学
習

や
学
年
の
授
業
の
様

子
、
学
校
施
設
を
見

学
し
た
の
ち
、
学
校

概
要
等
の
説
明
、
生

徒
と
の
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

作
業
学
習
と
し
て
一
年
生
農
業
技
術

科
の
「
野
菜
の
手
入
れ
・
出
荷
準
備
」

「
花
の
手
入
れ
」、
生
活
技
術
科
の「
マ

フ
ィ
ン
作
り
」「
窓
清
掃
」
を
見
学
し
、

二
・
三
年
生
の
授
業
と
し
て
「
職
業
」

を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。
校
内
見
学
後

は
、
学
校
概
要
、
進
路
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
の
ち
、
生
徒
と
の
懇
談
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
高
い
集
中
力
を
持
っ
て
、

作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
る
様
子
や
、
そ

れ
を
全
力
で
支
え
る
学
校
側
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
な
ど
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
参
加
者
一
同
、
特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
雇
用
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
㈮
開
催
・
二
一
名
参
加

第
十
八
講
は
「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵

子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
人
間

関
係
を
築
く
だ
け
で
な
く
、
効
率
よ
く

仕
事
を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体
験

的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講
義

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
、
相
互
理
解
を
深
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
体
感
し
て
い
た

挨拶する羽生ふじ高等学園
校長小池浩次氏

工場見学① 職場説明する福田昌之工場長

質疑応答の様子 工場見学②

作業実習の様子② 作業実習の様子①

生徒との懇談の様子 3年生全員の授業「職業」の様子
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第
十
九
講

『
メ
ン
タ
ル
ヘル
ス・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』開
催

第
二
十
講

『
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク

テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
』開
催

第
二
一
講

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
』開
催働く女性応援講座（第21講）

「キャリアデザイン」

青
年
経
営
者
部
会

一
二
月
例
会
開
催

「
人
材
の
成
長
な
く
し
て
、
企
業
の
成
長
な
し
」
日
本
電
鍍
工
業
㈱

代
表
取
締
役

伊
藤
麻
美
氏
講
演
会
を
開
催

だ
き
、
職
場
で
活
か
せ
る
気
づ
き
を
得

ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

十
二
月
十
三
日
㈬
開
催
・
三
六
名
参
加

第
十
九
講
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

喜
多

朋
子

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
日
常
感

じ
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
や
折
れ
な

い
心
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
の
強
み
や
弱
み
を
認
識
す
る
こ

と
で
、
今
後
ス
ト
レ
ス
に
遭
遇
し
て
も

未
然
防
止
に
反
映
で
き
る
こ
と
を
理
解

い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
内
で

の
意
見
交
換
を
通
し
て
他
者
理
解
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
く
付
き
合
う
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分

に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法

を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
度

認
識
し
た
様
子
で
し
た
。

十
二
月
十
八
日
㈪
開
催
・
五
十
名
参
加

第
二
十
講
は
「
信
頼
関
係
を
築
く
ア

ク
テ
ィ
ブ
リ
スニン
グ
」を
テ
ー
マ
に
、キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
河
﨑
理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
他
者
か
ら

本
音
を
引
き
出
し
、
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
に
必
要
な

他
者
と
信
頼
関
係
を
築
く
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
双
方
の
複
数
回
に
わ
た
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
で
あ
り
、
相

手
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
度
認

識
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
で
は
、相
手
に
合
わ
せ
た「
話

し
方
」
と
、
解
釈
が
一
致
す
る
ま
で
確

認
を
す
る
「
き
き
方
」
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

一
月
十
二
日
㈮
開
催
・
十
五
名
参
加

第
二
一
講
は

「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
」
を
テ

ー
マ
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

自
分
が
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ

た
働
き
方
や
生
き
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
同
士
対
話

し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
方
法
で

講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
り
、
自

分
の
や
る
気
の
源
や
仕
事
に
対
す
る
興

味
や
関
心
を
探
求
し
、
今
後
の
よ
り
望

ま
し
い
生
き
方
や
働
き
方
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
上
で
譲
れ
な
い
「
価
値
観
」
を
明

確
に
し
、
こ
れ
ら
が
実
現
で
き
る
よ
う

な
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
さ
」
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
仕
事

の
進
め
方
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
向
性

を
整
理
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

一
二
月
一
五
日
青
年
経
営
者
部
会
の

一
二
月
例
会
が
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
、
二
一
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

◇
講
演
会
概
要

日
本
電
鍍
工
業
㈱
は
、め
っ
き
加
工
・

表
面
処
理
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
「
物
づ

く
り
の
最
終
工
程
」に
お
い
て
、
時
計
・

楽
器
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、

医
療
器
具
や
電
子
部
品
へ
の
め
っ
き
加

工
等
、
幅
広
い
分
野
で
顧
客
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
独
自
の
め
っ
き
液
を
開
発
し
て

安
心
で
高
品
質
な
め
っ
き
を
提
供
さ
れ
、

そ
の
技
術
と
品
質
は
日
本
最
高
レ
ベ
ル

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
氏
は
、
実
父
が
設
立
し
た
当
社

の
経
営
再
建
の
た
め
に
三
二
歳
で
代
表

取
締
役
に
就
任
さ
れ
、
雇
用
を
守
り
な

が
ら
、
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
会
社
を

僅
か
三
年
で
黒
字
に
転
換
、
見
事
に
経

営
再
建
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
伊
藤
氏
の
経
営
に
関
す

る
お
考
え
や
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人

材
育
成
に
関
し
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。

・
経
営
者
と
し
て
は「
ぶ
れ
な
い
こ
と
」

が
何
よ
り
大
切
。「
未
来
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
」
を
判
断
基
準
と
し
て
物

事
を
考
え
て
い
る
。

・
国
内
で
の
生
産
に
こ
だ
わ
っ
て
、
国

内
に
根
を
据
え
て
国
内
で
投
資
す
る
。

国
内
に
残
っ

て
も
仕
事
が

く
る
よ
う
な

仕
事
を
す
る
。

・
中
小
企
業

が
継
続
し
て

い
く
た
め
に

は
、
社
員
が

仕
事
を
し
や

す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と

が
必
要
。
そ

の
た
め
に
今
、

設
備
投
資
を

し
て
次
の
世

代
を
育
て
て

い
る
。

・
人
や
環
境
、

経
営
本
な
ど
か
ら
学
び
、
自
分
で
感
じ

た
方
向
性
を
社
員
に
話
し
、
指
摘
し
て

も
ら
う
。
言
っ
て
く
れ
る
社
員
は
と
て

も
大
切
。
社
員
と
一
緒
に
構
築
し
て
い

き
た
い
。

・
人
材
の
成
長
な
く
し
て
、
企
業
の
成

長
な
し
。「
い
い
人
材
」
に
す
る
た
め

の
取
組
み
を
会
社
が
行
う
。

講
演
後
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

時
間
を
設
け
、
三
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
講
演
の
テ
ー
マ
の
一
つ

「
人
材
育
成
」
に
関
し
て
自
社
の
取
組

み
を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

講
演
を
通
し
て
、
伊
藤
社
長
の
お
考
え

に
触
れ
、ま
た「
人
材
育
成
の
大
切
さ
」

講演会 講師 伊藤麻美氏

ディスカッション風景① ディスカッション風景②
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青
年
経
営
者
部
会

平
成
三
〇
年
新
春
特
別
講
演
会
開
催

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
安
倍
外
交
の
あ
い
だ
〜
こ
の
両
方
を
つ
な
ぐ
も

の
と
は
〜
」内
閣
官
房
参
与
・
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授

谷
口
智
彦
氏
講
演
会
を
開
催

に
関
し
て
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

伊
藤
氏
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
新
部

会
員
の
方
も
お
迎
え
し
、
参
加
者
全
員

が
年
末
に
あ
た
り
近
況
報
告
を
行
う
な

ど
、
懇
親
を
深
め
る
と
共
に
様
々
な
情

報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
一
九
日
青
年
経
営
者
部
会
の
平

成
三
〇
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
三
六
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
会
概
要

谷
口
氏
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
安
倍

晋
三
政
権
で
総
理
官
邸
に
入
り
、
現
在

は
内
閣
官
房
参
与
と
し
て
、
安
倍
首
相

の
対
外
発
信
の
一
翼
を
担
っ
て
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
一
一
月
に
第
四
次
安
倍
内
閣
が

発
足
し「
長
期
戦
」と
な
っ
た
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
や
安
倍
外
交
に
関
す
る
お
話
し
と
、

長
年
安
倍
首
相
の
側
で
活
動
を
さ
れ
て

き
た
谷
口
氏
な
ら
で
は
の
、
安
部
首
相

の
人
柄
や
政
治
に
か
け
る
思
い
と
い
っ

た
、
普
段
聞
く
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重

な
お
話
し
を
大
変
興
味
深
く
伺
っ
た
。

・
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
協
力
し
て
、

シ
ー
レ
ー
ン
を
守
っ
て
行
く
こ
と
が
、

経
済
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。

・
特
に
二
期
目
の
安
倍
首
相
は
、
政
治

も
経
済
も
目
先
を
見
て
行
動
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
遠
い
先
の
未
来
に
目
を

向
け
て
考
え
て
い
る
。

・
外
交
、
憲
法
改
正
、
靖
国
、
経
済
な

ど
、
一
人
の
頭
の
中
で
切
り
分
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
様
々
な
こ
と
が
同

居
し
て
い
る
の
が
人
間
で
あ
り
、
全
て

が
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
価
値
が
出
る
。

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
安
倍
政

権
は
な
ぜ
長
期
政
権
に
な
っ
た
の
か
、

経
営
者
と
し
て
参
考
に
し
た
い
」
と
の

質
問
が
出
さ
れ
、
谷
口
氏
か
ら
は
「
一

つ
目
は
、
一
回
挫
折
を
経
験
し
て
い
る

こ
と
。
そ
の
こ
と
で
、
二
度
目
（
二
期

目
）
で
は
『
な
り
た
い
』
が
『
や
り
た

い
』
に
変
わ
っ
た
。
現
在
の
日
本
の
局

面
が
深
刻
だ
か
ら
、
安
倍
首
相
は
『
今

や
ら
な
い
で
い
つ
や
る
。
私
が
や
ら
な

く
て
誰
が
や
る
』
と
い
っ
た
思
い
で
、

政
権
に
臨
ん
で
い
る
。
二
つ
目
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
。
総
理
と
菅
官
房
長
官
を
始
め

と
し
た
補
佐
官
の
6
人
は
必
ず
毎
日
一

室
に
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
欠
か
さ
な

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す

る
こ
と
が
、
長
期
政
権
の
秘
訣
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
安
倍
外
交
を
つ
な

ぐ
も
の
に
関
し
て
、
じ
っ
く
り
と
お
話

し
を
伺
う
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

政
府
の
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
検
討
会

は
、
平
成
二
九
年
一
二
月
二
五
日
「
副
業
・

兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）」
を
発
表
し
た
。「
原
則
、
副
業
・
兼

業
を
認
め
る
方
向
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。」
と
し
、
厚
労
省
で
は
次
の
モ
デ
ル
就

業
規
則
を
示
し
て
い
る
。

（
副
業
・
兼
業
）

第
〇
〇
条

労
働
者
は
、
勤
務
時
間
外
に
お

い
て
、
他
の
会
社
等
の
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2

労
働
者
は
、
前
項

の
業
務
に
従
事
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
会
社
に
所
定
の

届
出
を
行
う
も
の
と

す
る
。

3

第
一
項
の
業
務
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
会
社
は
、
こ
れ
を
禁
止
又
は
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
労
務
提
供
上
の
支
障
が
あ
る
場
合

②
企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合

③
会
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行
為
や
、

信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が
あ
る
場
合

④
競
業
に
よ
り
、
会
社
の
利
益
を
害
す
る
場

合そ
し
て
、「
副
業
・
兼
業
を
禁
止
、
一
律
許

可
制
に
し
て
い
る
企
業
は
、
副
業
・
兼
業
が

自
社
で
の
業
務
に
支
障
を
も
た
ら
す
も
の
か

ど
う
か
を
今
一
度
精
査
し
た
上
で
、
そ
の
よ

う
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
労
働
時
間
以
外
の

時
間
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
希
望
に
応
じ

て
、原
則
、副
業・兼
業
を
認
め
る
方
向
で
検

討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

労
基
法
第
三
八
条
第
一
項
で
は
、「
労
働

時
間
は
、
事
業
場
を
異
に
す
る
場
合
に
お
い

て
も
、
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
通
算
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
事
業
場
を
異
に
す
る
場
合
」
と
は
事

業
主
を
異
に
す
る
場
合
を
も
含
む
（
昭
和
二

三
・
五
・
一
四
基
発
第
七
六
九
号
）
と
さ
れ

て
い
る
。
通
算
と
は
、
労
働
時
間
の
み
な
ら

ず
関
連
す
る
割
増
賃
金
の
支
払
義
務
や
い
わ

ゆ
る
三
六
協
定
等
も
含
む
趣
旨
で
あ
る
。

厚
労
省
の
見
解
で
は
、通
算
の
前
後
は「
通

常
は
、
当
該
労
働
者
と
時
間
的
に
後
で
労
働

契
約
を
締
結
し
た
事
業
主
と
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
労
働
契
約
の
前
後
の
問
題
で
は
な
く
、
実

態
上
の
適
用
で
あ
る
労
基
法
の
労
働
時
間
は
、

時
の
流
れ
に
よ
っ
て
算
定
す
べ
き
た
め
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
一
週
間
の
う
ち
特
定
の
曜
日
毎
に

日
を
分
け
て
働
く
場
合
も
通
算
し
、「
休
日
」

は
通
算
し
な
い
が
、
時
間
外
労
働
と
直
接
に

関
係
し
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
の
問
題
も

あ
る
。

副
業
や
兼
業
が
自
営
業
者
や
委
託
、
請
負

で
労
働
者
で
は
な
い
場
合
に
は
、
労
基
法
の

適
用
は
な
い
が
、
こ
れ
が
労
働
者
の
場
合
に

は
、
さ
ら
に
、
労
災
補
償
や
安
全
配
慮
義
務

に
基
づ
く
損
害
賠
償
な
ど
問
題
が
あ
る
。

労
災
保
険
の
適
用
事
業
場
は
、
労
働
者
を

使
用
す
る
各
事
業
場
毎
で
、
給
付
日
額
は
当

該
事
業
場
限
り
の
平
均
賃
金
に
よ
る
。

し
か
し
、
長
時
間
労
働
に
基
づ
く
脳
・
心

臓
疾
患
や
精
神
障
害
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

当
該
労
働
時
間
を
通
算
す
る
こ
と
に
な
り
、

合
算
し
て
認
定
基
準
に
該
当
し
た
と
き
は
い

ず
れ
の
事
業
者
の
労
災
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

安
衛
法
に
基
づ
く
長
時
間
労
働
の
場
合
の
医

師
面
接
制
度
（
同
法
第
六
六
条
の
八
）
の
適

用
は
ど
う
な
る
の
か
。
さ
ら
に
長
時
間
労
働

に
よ
る
自
殺
の
場
合
、
安
全
配
慮
義
務
に
基

づ
く
損
害
賠
償
責
任
は
ど
う
か
な
ど
、
多
様

で
複
雑
な
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
の
明
確
な

法
的
整
備
が
な
い
と
企
業
は
対
応
で
き
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

副
業
・
兼
業
解
禁
と

労
働
時
間
の
通
算

弁
護
士

安
西

�

青年経営者部会
新部会員のご紹介
株式会社 ものくり商事

はやさか たくのり

代表取締役 早坂 拓紀 様
不動産業・建設業・広告
業・保険代理店業
事業所所在地
〒330－0062
埼玉県さいたま市
浦和区仲町1－10－7
尾張屋第一ビル5階

来賓挨拶 埼玉県経営
者協会 上條会長

講師 谷口智彦氏 母体である経営者協会からも多くの経営者が参加した

―31―



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

告

知

版

一
月
一
一
日
〜
三
月
二
二
日

◆
一
・
一
一

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
・
一
二

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
二

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
九

税
務
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
一

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ス

ー
パ
ー
バ
ッ
グ
㈱
）

◆
二
・
二

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー

ド
表
彰
式
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
六

中
部
地
区
協
議
会
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
七

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
）

◆
二
・
一
四

西
部
地
区
協
議
会
（
丸
広

百
貨
店
）

◆
二
・
一
五

北
部
地
区
協
議
会
（
マ
ロ

ウ
ド
イ
ン
熊
谷
）

◆
二
・
一
六

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

（
県
立
特
別
支
援
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等

学
園
）

◆
二
・
二
六

第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
八

第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
三
日
㈫
・
四
日
㈬
九
時
三
十

分
〜
一
六
時
四
十
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時

四
月
六
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時

間
外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律

実
務

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
二
講

日
時

四
月
一
一
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
法
律

実
務
、
懲
戒
処
分
、
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
平
成
三
〇
年
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要

施
策
説
明
会

日
時

四
月
一
八
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明

★
労
働
法
実
務
講
座
第
三
講

日
時

四
月
一
九
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の
法

律
実
務
、
労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン

ト

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
二
三
日
㈪
一
四
時
三
〇
分
〜

一
八
時

内
容

議
案
・
講
演
会
・
懇
親
会

講
師

三
重
大
学
人
文
学
部
教
授

山
田

雄
司
氏

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
第
一
講

日
時

四
月
二
四
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

伝
え
た
い
こ
と
を
�
ハ
ッ
キ
リ
�

�
正
確
に
�、�
良
い
印
象
を
持
っ

て
�
伝
え
る
社
員
を
育
成
す
る

講
師

㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ

ク
ル
代
表
取
締
役

佐
藤

恵
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
四
講

日
時

四
月
二
六
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期
労
働
者
、

派
遣
労
働
者
の
管
理
と
法
律
実
務
、

就
業
規
則

講
師

弁
護
士

伊
藤
和
樹
氏

★
平
成
三
〇
年
度
定
時
総
会

日
時

五
月
一
〇
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
二
九
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
三
〇
年
度
予
算
・
事
業
報
告

講
師

政
策
研
究
大
学
院
大
学
学
長

白

石

隆
氏

★
組
織
風
土
改
善
に
よ
る
経
営
力
強
化
セ

ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
五
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

組
織
風
土
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ

と
で
業
務
改
善
の
た
め
の
課
題
を

明
確
に
し
、
経
営
を
強
化
す
る
改

善
方
針
を
導
き
、
実
行
す
る

講
師

㈱
高
崎
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部
シ
ニ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

萩
原
義
昭
氏

★
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

五
月
一
六
日
㈬
八
時
三
〇
分
〜
二

〇
時
三
〇
分

会
場

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

内
容

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察
会

★
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
八
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

講
演
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
働
き

方
改
革
の
進
め
方
」事
例
紹
介「
Ａ

Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｖ
Ｒ
な
ど
最
新
技

術
を
活
用
し
た
実
用
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介

講
師

講
演
�
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
新
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
室
長

小
島
昇
氏

事
例
紹
介
�
同
社
取
締
役
専
務
執

行
役
員
事
業
推
進
本
部
長

藤
倉

広
幸
氏

★
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー

日
時

五
月
二
一
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

成
功
法
則
の
『
見
え
る
化
』・『
で

き
る
化
』
に
よ
る
経
営
改
革

講
師

㈱
資
産
工
学
研
究
所
代
表
取
締
役

坂
本
善
博
氏

★
第
六
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会

日
時

六
月
一
日
㈮
九
時
三
八
分
ス
タ
ー

ト

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ

ー
ス

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

島
崎
㈱

代
表
取
締
役

嶋
﨑

博
之

秩
父
市
道
生
町
一
五
―
二
〇

電
話
〇
四
九
四
―
二
二
―
二
五
三
五

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
三
三
名

婦
人
肌
着
製
造
業

㈱
東
立
製
作
所

代
表
取
締
役

松
川

晃
代

朝
霞
市
三
原
二
―
三
〇
―
三

電
話
〇
四
八
―
四
六
三
―
六
三
二
二

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
六
名

工
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
、
医
療

機
器
、
食
品
機
械
、
ポ
ン
プ
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
部
品

日
本
電
気
㈱

関
東
甲
信
越
支
社

支
社
長

北
崎

潤

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇

―
一
七
シ
ー
ノ
大
宮
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
グ

電
話
〇
四
八
―
六
四
九
―
一
四
二
〇

（
資
）
三
千
九
百
七
十
二
億
円

（
従
）
一
二
五
名

電
気
通
信
機
械
器
具
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

そ
の
他
の
電
子
応
用
機
械
器
具
、
シ
ス

テ
ム
の
製
造
及
び
販
売

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
㈱

代
表
取
締
役
社
長

久
保

永
史

さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島
八
―
四
―
一
九

電
話
〇
四
八
―
八
四
五
―
二
二
〇
〇

（
資
）
七
億
七
千
七
百
万
円

（
従
）
三
一
名

情
報
サ
ー
ビ
ス

㈱
武
蔵
野
銀
行

西
北
部
地
区

常
務
取
締
役

黒
澤

進

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
―
三
三

三
―
一
三

Ｏ
Ｌ
Ｓ
ビ
ル

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
一
一
一

（
資
）
四
百
五
十
七
億
四
千
三
百
万
円

金
融
業
（
銀
行
）

〈
住
所
変
更
〉

ｅ
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
㈱

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
二
八
一

―
五

Ａ
・
Ｙ
・
Ａ
ビ
ル
1
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
三
二

―
六

う
い
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
宮
2

Ｆ
）

㈱
日
中
医
療
福
祉
支
援
機
構

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
二
八
一

―
五

Ａ
・
Ｙ
・
Ａ
ビ
ル
1
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
三
二

―
六

う
い
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
宮
2

Ｆ
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き

事
業
だ
よ
り

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
〇
三
号

2
0
1
8
年
3
月
23
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

廣
澤
健
一

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六
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